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は じ め に 

 三鷹市で初めて『生涯学習プラン（生涯学習推進計画）』を策定したのは平

成７年（1995 年）のことです。当時私は、「三鷹市生涯学習推進計画案検討市

民会議」の座長という立場で、様々な分野の市民団体、住民協議会、教育機関、

学校等の代表から構成された市民会議のメンバーとともに、この計画づくりに

関わりました。生涯学習活動は、当時既に市民に広く普及していましたが、こ

のとき示された計画の内容は、文化、スポーツ、健康福祉、環境、消費生活、

まちづくり等、三鷹市で行われるあらゆる事業を、初めて「生涯学習」の視点

から点検・整理し、生涯学習施策として新たに体系化したものでした。 

『生涯学習プラン』は、「いつでも、どこでも、だれでも、そしていつまで

も」学ぶことができる環境整備を目指すものであり、市民会議のなかでは、

「市民の主体的な学習活動を支援することは活力あるまちづくりやコミュニテ

ィづくりにつながるのではないか」等の有益な議論がなされました。このとき

の経験を通して、私は、「生涯学習」は教育委員会のみならず、市全体の総合

行政として取り組むべきものであるという思いを強くもっています。 

 このたびまとめた『三鷹市生涯学習プラン 2022（第１次改定）』は、この方

針に加えて、「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が地域に受け継が

れていく 心豊かな社会をつくる」ことを基本目標とします。現在、少子長寿

化の進展への対応の必要性とともに、平成 23（2011）年の東日本大震災を契

機に、改めて地域の絆や人と人とのつながりの大切さが認識されています。 

三鷹市では、すべての市民が、知的好奇心を充足し自己実現を果たしつつ、

地域社会の重要な一員として、ともに支え合い、健康で心豊かに生活を営める

地域社会づくりを目指す方向で、生涯学習を推進してまいります。 

『三鷹市生涯学習プラン 2022（第１次改定）』に基づき、中高年の皆様、子

育て世代を含めて、多世代の皆様が、それぞれの興味と関心に応じて自ら学び、

学んだことを互いに伝え合い、具体的な地域活動等に活かすことを通して、豊

かな人間関係と新たな地域の「縁」を結んでいただくことを期待します。市民

の皆様の生涯学習と多様な活動の相互連関性は、学習が活動につながり、活動

が学習につながるという「学びの循環」を実現することにつながります。 

そして、平成 29 年（2017 年）4 月に予定している「三鷹中央防災公園・元

気創造プラザ」に整備される生涯学習センター、総合スポーツセンターの開設

を活かすために、市全体の総合行政としての生涯学習の推進に取り組むととも

に、市民の皆様の主体的な生涯学習を振興し、充実を図りたいと考えます。 

ここに、『三鷹市生涯学習プラン 2022』の第 1 次改定にあたり、多くのご助

言をいただきました教育委員会委員および社会教育委員の皆様、『第 4 次三鷹

市基本計画』の第 1 次改定等に向けた「市民満足度・意向調査」にご協力いた

だいた市民の皆様、パブリックコメントをお寄せいただいた市民の皆様に心よ

り感謝いたします。 

 今後は『三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1 次改定）』の施策・事業等の推進

と実現に向けて、皆様の積極的なご参画をお願い申し上げます。 

   平成 28（2016）年 3 月 

                   三鷹市長
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第１部 計画の前提 

１ 計画の基本目標 ～三鷹市の目指す生涯学習～ 

三鷹市では、これまで市民が「いつでも、どこでも、だれでも、そしていつま

でも」学ぶことができるよう、学習環境を整備し、生涯学習社会の構築に取り組

んできました。これは、学習環境を整備することにより、市民が個々の生涯学習

活動を通し、学ぶ楽しさ、歓びを知り、自らの人生を充実したものとすることを

支援するためのもので、今後とも生涯学習の基本をなす考え方となっています。 

一方、近年は、少子高齢化、非婚化、生活様式や就労形態の変化などにより、

核家族や単身世帯が増え、家族のつながりや住民同士のつながりが希薄になり、

そのことが家庭や地域における教育力の低下の原因ともなっています。平成 23 年

3 月 11 日に未曽有の被害をもたらした東日本大震災を契機として、改めて地域の

絆の重要性に気付き、人と人とのつながりを求める声が聞かれます。そこで、学

習環境の整備とともに、市民講師、地域ボランティアとしての活動など個人の学

習成果の地域への還元、そして地域全体の活性化などが生涯学習を推進していく

ために重要な課題となっています。 

   「三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1 次改定）」は、これまでの個人の学びを支

援し学習環境の整備を図ることを前提としたうえで、さらに地域全体の活性化を

実現するため、「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が地域に受け継がれ

ていく 心豊かな社会をつくる」ことを基本目標とします。この計画に基づき、市

民との協働による生涯学習を推進するとともに、市民自らがそのライフスタイル

やライフステージ（✽P.65）に沿った学びを通じて、豊かな心を育み、また学ん

だことを地域に返し、活かしていくという「学びの循環」や人とのつながりを創

出し、もって、地域全体が発展して将来にわたって受け継がれていく社会の実現

を目指します。 

    

生涯学習とは、生涯におけるあらゆる時期、社会のあらゆる場所で行 

われる学習活動のことをいい、学校や市民講座での学習、資格取得、芸 

術・文化活動、スポーツ活動はもとより、地域活動やボランティア活動、 

レクリエーション活動、趣味の活動等の中で何かを学び得ることをいい 

ます。 

   一人ひとりが各々のライフスタイルやライフステージ（✽P.65）に応 

じた生涯学習活動を通し、生きがいの発見、自己実現を図るとともに、 

その成果を活かした活動は、まちへの愛着心を育み、住み続けたくなる 

魅力あるまちをつくり、コミュニティの創生へとつながります。 
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２ 計画の位置付け 

 (1)  生涯学習の理念の実践 

この計画は、教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）第３条に規定する「国民

一人ひとりが、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その

生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、

その成果を適切に生かすことができる社会の実現が図られなければならない。」

という生涯学習の理念を実践し、三鷹市における生涯学習を推進するため策定

します。 

(2)  三鷹市自治基本条例・基本構想・基本計画の実現 

この計画は、「三鷹市自治基本条例」「三鷹市基本構想」「第４次三鷹市基本計

画※」の生涯学習に関する施策を具体的に実施するための個別計画と位置づけ、

市における生涯学習施策を総合的に推進します。 

   (3)  三鷹市における生涯学習に係る基本施策の推進 

この計画は、市の教育が目指す基本的かつ総合的な構想を定めた「教育ビジ

ョン 2022※」との整合を図りながら、学校・家庭・地域と協働・連携して生涯

学習施策を推進します。また、この計画の策定に当たっては、市の他の個別計

画である「男女平等参画のための三鷹市行動計画 2022※」「健康福祉総合計画

2022※」「緑と水の基本計画 2022※」「教育支援プラン 2022※」「みたか子ども読

書プラン 2022※」「スポーツ推進計画 2022」などとの調整を図ります。 

※平成 27年度に第 1次改定をする計画 

３ 計画の期間 

計画期間は、平成 23 年度から平成 34 年度までとします。なお、第１次改定計

画の対象期間は、平成 27 年度から平成 34 年度までとし、第４次三鷹市基本計画

の改定時期と整合を図りながら、社会情勢の変化や施策の動向を踏まえ、必要な

見直しを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  三鷹市自治基本条例・三鷹市基本構想  

  
 第４次三鷹市基本計画※ 

 

生
涯
学
習
プ
ラ
ン
２
０
２
２
※ 

※平成 27年度に第 1次改定をする計画 

教育ビジョン 2022※ 

男女平等参画のための三鷹市行動計画 2022※ 

地域情報化プラン 2022※   地域防災計画 

環境基本計画 2022※  健康福祉総合計画 2022※ 

子ども・子育て支援事業計画  緑と水の基本計画 2022※ 

景観づくり計画 2022   スポーツ推進計画 2022 

教育支援プラン 2022※  みたか子ども読書プラン 2022※ など 
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第２部 計画の背景と基本的視点 

１ 計画の背景 

(1) 国及び東京都の動向 

国の動きとしては、平成 18 年 12 月、教育基本法が昭和 22 年の制定以来、初

めて改正され、「生涯学習の理念（第３条）」をはじめ、「家庭教育（第 10 条）」

「幼児期の教育（第 11 条）」「学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力（第

13 条）」などの条文が加わりました。その背景には、近年の少子高齢化、高度情

報化、国際化などの急速な進展と、核家族化をはじめとした家族形態の変化、社

会の成熟化に伴う人々の価値観の多様化などに伴い、教育を取り巻く環境も大き

く変わり、新しい教育のあり方が求められたことがあります。 

平成 20 年２月の中央教育審議会の答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振

興方策について～知の循環型社会（✽P.64）の構築を目指して～」では、これか

らの教育施策の方向として、「国民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援」「社会

全体の教育力の向上」を柱に、自立した人間として力強く生きていくための総合

的な力を身に付けられる学習機会の検討、社会教育施設等を活用した多様な学習

の場や相談体制の充実、情報通信技術の活用、再チャレンジ支援、学習成果を活

かす機会の充実、身近な地域における家庭教育支援基盤の形成、学校の地域拠点

化の推進等の方策を提言しています。こうした流れの中で、「放課後子ども教室

推進事業」（平成 19 年度）、「学校支援地域本部事業」（平成 20 年度）が開始され

ました。 

    また、平成 20 年６月に社会教育関係三法（社会教育法、図書館法、博物館

法）が改正されました。社会教育法においては、社会教育施設の運営能力の向

上や、専門職員の資質の向上と資格要件の見直し等について規定が整備された

ほか、教育基本法の改正を踏まえ、学校・家庭・地域の連携協力を推進するこ

とを国及び地方公共団体の任務として明確に位置づけました。 

    さらに、平成 22 年６月の「新しい公共」円卓会議宣言では、市民一人ひとり

が「新しい公共」（✽P.63）の担い手であり、市民、市民団体、企業などの事業

体及び自治体や政府などが一定のルールと役割を持ち、協働により「支え合い

と活気ある社会」を目指していくこと、また、そのための多様な学習機会と学

習成果の活用機会の仕組みづくりが必要となることが提唱されました。 

そして、「第６期中教審生涯学習分科会の議論の整理」（平成 25 年１月 中央教

育審議会）において、「今後、社会教育行政は、社会のあらゆる場で地域住民同士

が学びあい、教えあう相互学習等が活発に行われるよう環境を醸成する役割を果た

すことが必要。このため、今こそ従来の自前主義から脱却し、首長部局・大学等・

民間団体・企業等とも自ら積極的に効果的な連携を仕掛け、地域住民も一体となっ

て協働して取り組みを進めていく、ネットワーク型行政の推進を通じた社会教育行

政の再構築を行って行くことが必要」との方向性が示されました。 
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「第２期教育振興基本計画」（平成 25 年６月 14 日閣議決定）では、グローバ

ル化や少子化・高齢化など社会の急激な変化に伴い、知識を基盤とした自立、

協働、創造モデルとしての生涯学習社会の実現という新たな社会モデルが提示

されました。 

 

     一方、東京都の動きとしては、東京都生涯学習審議会では、平成 17 年１月の

第５期答申において、子ども・若者の「次代を担う力」の育成に焦点をあて、

学校教育と社会教育が連携・融合し教育施策を再編成すること、取り組むべき

施策の方向として「家庭教育支援」「学校教育支援」「学校外教育」の３つの方

向が示されました。そして、学校・家庭・地域の教育力の再構築を実現するた

めに、三者が協働する総合的な教育支援体制整備を目指す概念として「地域教

育プラットフォーム構想」が提案されました。 

    その後、新しい教育基本法のもとで取り組むべき社会教育のあり方について

審議を進め、平成 20 年２月、第７期答申「東京都における『地域教育』を振興

するための教育行政の在り方について～社会教育行政の役割を中心に～」をま

とめました。ここでは、「社会全体で教育を向上させる」ことが今後の教育にと

って重要であり、そのためには「地域の教育力」を再構築すること、それには、

地域を舞台に横断的な施策展開を図り、子どもから高齢者まで、あらゆる層の

都民の教育参加を通じて課題解決に取り組むことを基本的な考えとしています。 

    また、平成 26 年４月、東京都社会教育委員の設置に関する条例を廃止すると

ともに、東京都生涯学習審議会条例を改正し、東京都生涯学習審議会に統合し

ました。その所掌事項に「①都民の生涯学習に資するための施策の総合的な推

進に関する重要事項の調査審議、②社会教育関係団体に対する補助金の交付に

関する事項の調査審議」という規定を追加しています。 

(2)  三鷹市の取り組み 

市では、第４次三鷹市基本計画の策定にあわせて、平成 24 年３月に、「三鷹

市生涯学習プラン 2022」を策定しました。この計画では、市民が「いつでも、

どこでも、だれでも、そしていつまでも」学ぶことができるよう学習環境を整

備し、生涯学習社会の構築に取り組む一方で、地域全体の活性化を実現するた

め、「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が地域に受け継がれていく心

豊かな社会をつくる」ことを目標としました。そして、市民との協働による生

涯学習を推進するとともに、「学びの循環」や人とのつながりを創出し、地域全

体が発展し将来にわたって受け継がれていく社会の実現を目指す方向を示しま

した。また、この生涯学習プランの効果的な推進を図るため、生涯学習計画推

進会議を開催し、庁内関係部課や三鷹ネットワーク大学推進機構等の生涯学習

関係機関との連携を図りました。 

さらに、三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備に伴い、生涯学習センタ

ー、総合スポーツセンターの開設に向けた施設のあり方について検討を進めて
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きました。 

    「三鷹市生涯学習プラン 2022」の前期（平成 23 年度～26 年度）では、次の

５つの重点事業を掲げ、他の様々な施策・事業の実施ともあわせ、基本目標の

実現に取り組んできました。 

   ア 三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備 

     施設の建設工事は平成 28 年度竣工を目指し順調に進んでいます。管理運営

計画については、市長部局と連携し、庁内検討や関係する審議会、団体等と

の調整を図りながら検討を進め、効率的・効果的な施設管理と質を担保した

サービスを提供するための管理運営計画を策定し、平成 27 年６月に公表しま

した。その中で、指定管理者制度による管理運営体制、開館時間、利用区分、

利用料金の案などの基本事項、複合施設の特性を活かす施設間の連携などに

ついて考え方をとりまとめました。 

   イ 南部図書館の整備 

南部図書館の整備は、平成 23 年度に基本プラン検討市民会議が提言した

「乳幼児から高齢者までがゆったり過ごせる施設」「豊かな交流が生み出され

る魅力ある空間づくり」を目指して進められ、予定どおり平成 25 年 11 月 23

日に開館しました。南部図書館は、公益財団法人アジア・アフリカ文化財団

が建設した新施設内にあり、同建物内のアジア・アフリカ図書館、アジア・

アフリカ語学院との協働による特色ある図書館事業の展開を目指しています。

館内には同財団が保有する郭沫若（1892～1978 年。中国の詩人・作家・歴史

家・政治家）の貴重資料を展示するコーナーを設け、留学生による児童向け

おはなし会や国際色豊かな講座やイベントを実施しています。また、開設準

備の段階から多数の市民が図書の配架、児童コーナーの装飾、テラス花壇の

ガーデニングなどに参加・協力し、開館後も図書館サポーターとして活躍す

るなど、新たな図書館像を目指す市民との協働の取り組みを開始しています。 

   ウ 「三鷹市スポーツ推進計画 2022」の策定と推進 

     平成 26 年５月、「スポーツ基本法」の理念を尊重するとともに、三鷹中央

防災公園・元気創造プラザに「健康・スポーツの拠点」を整備することを踏

まえ、三鷹市のスポーツ施策を総合的・計画的に推進するため、「三鷹市スポ

ーツ推進計画 2022」を策定しました。今後は、この計画によりスポーツ活動

の推進とそれに伴う、健康・体力の増進を促進し、豊かなスポーツ社会の実

現とスポーツを通じた仲間づくり・地域づくりを推進することを目指します。 

   エ スポーツ祭東京 2013（東京国体）の開催 

     「スポーツ祭東京 2013」（第 68 回国民体育大会・第 13 回全国障害者スポ

ーツ大会）は、平成 25 年 9 月 28 日から開催され、三鷹市では、国体正式種

目３競技、デモンストレーションとしてのスポーツ行事１種目、障害者スポ

ーツ大会１競技を関係団体や多くの市民ボランティアの協力を得て、円滑な

競技運営を行うとともに、各競技を学校ごとに観戦し、トップアスリートの
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技術に間近で接することができました。また、総合開会式で使用する炬火を

「みたか商工まつり」で採火するイベントを実施するとともに、地域のイベ

ントでは、マスコットキャラクターの「ゆりーと」を活用して啓発に努め、

スポーツへの関心を高めました。そして、競技の普及活動としてパドルテニ

ス教室やアーチェリー体験コーナー等を開設し、約 13,800 人がスポーツに親

しみました。 

   オ 三鷹型エコミュージアム(✽P.63 )事業の推進 

     大沢の里公園にある、大沢の里水車経営農家では、水車市民解説員の活動

をはじめ、水車機構を稼働させて精米・製粉の様子を体験できる特別公開や    

ボランティアスキルアップ講座等を実施しました。また、平成 26 年度から大    

沢二丁目古民家（仮称）について、これまでの整備方針を見直し、屋根は不    

燃材を使用するなど公共施設としてより安全性・利便性に配慮し、民具の展

示や体験学習、地域文化財・地域観光の情報提供等を行う施設として平成 30

年度の供用開始を目指すことになりました。平成 26 年度から、三鷹型エコミ

ュージアム事業推進検討庁内プロジェクト・チームにより、三鷹型エコミュ

ージアム事業の全体構想の策定及び全市的展開における方針・方策の検討に

取り組むことになりました。 

 

(3) 生涯学習についての市民意識（その１） 

計画の策定にあたり、基礎資料とするとともに今後の施策に反映させること

を目的に、満 18 歳以上の三鷹市民を対象に「生涯学習についての意向調査」

（平成 22 年７月～８月実施、2,500 人対象、回収率 44.4％）を行いました。

結果の概要は以下のとおりです。 

ア 学習経験の有無及び内容 

この１年間に生涯学習を行った人の割合は６割を超え、全国平均と比較し

て三鷹市民は、生涯学習活動をする市民の割合が高くなっています（※）。

活動内容は、「スポーツ」（51.6％）、「趣味的なもの」（44.6％）が多く、「仕

事に役立つ知識・技能・資格の取得など」（21.0％）、「パソコンの操作やイ

ンターネットの活用に関すること」（18.8％）、「健康法など」（17.1％）が続

きます（図１）。男女別にみると、「スポーツ」「仕事に役立つ知識・技能・

資格の取得など」は男性に多く、「趣味的なもの」は女性が多くなっていま

す。なお、「仕事に役立つ知識・技能・資格の取得など」は 40 代男性および

20代女性で特に高い割合になっています。 

※内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成 20 年５月）では、１年間で生涯

学習活動をした人の割合は 47.2％という結果になっています。 



 

11 

 

 

  ※出典 「生涯学習についての三鷹市民意向調査報告書」（平成 22年 三鷹市教育委員会）24頁 

 

イ 学習の目的 

      生涯学習を行っている目的は、第１位は「健康や体力づくりのため」

（36.5％）、第２位は「心を豊かにするため」（29.0％）でした（図２）。前

回（平成 14 年度）の市民意向調査の結果では「心を豊かにするため」が１

位で、「健康や体力づくりのため」が２位であり、この２つが大きな目的要

素であることがうかがえます。男女別では、「心を豊かにするため」は女性

が上回り、「余暇を楽しくするため」は男性の方が上回りました。年齢別に

みると、「生活にはりをもたせるため」「余暇を楽しくするため」で 60 歳以

上の回答が多くなっています。なお全国と比較すると、「現在の仕事や将来

の就職・転職に役立てるため」の割合が高く、「人間関係を広げるため」「家

庭生活を充実させるため」の割合が比較的低いことが特徴です（※）。 

      ※内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成 20年５月）との比較 
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  ※出典 「生涯学習についての三鷹市民意向調査報告書」（平成 22年 三鷹市教育委員会）32頁 

 

ウ 学習の活動の場 

      学習活動場所についての設問では、「三鷹市内」と回答した割合が半数を

超えました。学習の頻度は、「週に１～２回」（36.8％）、「月に１～３回」

（27.9％）、「週に３回以上」（22.9％）であり(図３)、身近な場所で定期的

に学習している三鷹市民が多いことがうかがえます。ただし、男女ともに

10～20代で、「三鷹市内」で学習している率が低い結果でした。 

エ 学習成果の活用 

      「生涯学習を通じて身に付けた知識・技能や経験をどのように活かしてい

ますか」という設問で回答の多かったものは、図４のとおり、「自分の人生

がより豊かになっている」（54.0％）、「自分の健康の維持増進に役立ってい

る」（46.8％）、「仕事や就職に活かしている」（22.9％）、「取得した知識・技

能や経験をもとに、さらに広く深い知識などを身に付けるよう努めている」

（20.9％）などでした。これらに比較して、学習の成果を地域へ還元してい

るという回答は、「日頃の生活や地域での活動に活かしている」（15.4％）、

「ボランティア活動に活かしている」（8.4％）、「他の人の学習やスポーツ、

文化活動などの指導に活かしている」（6.8％）など比較的少ない結果でした。 

なお、「仕事や就職に活かしている」「取得した知識・技能や経験をもとに、 

≪図 2 生涯学習を行っている目的≫ 
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 ※出典 「生涯学習についての三鷹市民意向調査報告書」（平成 22 年 三鷹市教育委員

会）47頁 

 

 

さらに広く深い知識などを身に付けるよう努めている」は男性が上回り、

「仕事や就職に活かしている」という回答は、男性の 10 代～50 代を通して

高い割合になっています。「自分の人生がより豊かになっている」は女性の

方に多く、すべての年代の女性で一貫して高い割合になっています。 

オ 学習に対する要望 

      生涯学習をより一層充実させるために市に望む取り組みとして回答の多か

ったものは、「学習活動に関する情報提供の充実」（47.3％）、「講座や教室の

内容充実」（40.3％）、「土・日曜日や夜間開催の講座を増やす」32.3％の順

になりました。「情報提供の充実」は 50 代女性で６割を超え、「講座や教室

の内容充実」は 30～50 代女性で６割近くにのぼります。また、「土・日曜日

や夜間開催の講座を増やす」は 30～40 代男性で半数以上であり、「高齢者・

女性・勤労者・青少年といった属性別講座を増やす」は、男女ともに 60 歳

以上で多い結果でした。 
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  ※出典 「生涯学習についての三鷹市民意向調査報告書」（平成 22年 三鷹市教育委員会）47頁 

 
  ※出典 「生涯学習についての三鷹市民意向調査報告書」（平成 22年 三鷹市教育委員会）130頁 
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(4) 生涯学習についての市民意識（その２） 

三鷹市の現行の総合計画である第４次基本計画について、平成 27 年度に予定さ

れている第１次改定に向け、現行計画の施策に対する市民の意向等を把握すると

ともに、多元的・多層的な市民参加の推進を図ることを目的として、市民満足

度・意向調査を実施した（平成 27 年２月～３月実施、3,500 人対象、回収率

43.0％）。 

  ア 1 年間の生涯学習活動の取り組み状況 

「生涯学習活動を行った」（40.1％）と回答した人が一定の割合を占めている

が、「生涯学習活動を行っていない」の割合（54.8％）が上回っている。 

  

  ※出典 「第４次三鷹市基本計画第１次改定等に向けた市民満足度・意向調査（報告書）」（平成 27

年３月 三鷹市）67頁 

   

  イ 生涯学習活動を行う頻度 

「生涯学習活動を行ったことがある」と回答した人に対し、その頻度を把握

しところ、「１か月に１～３日」の割合（24.6％）が最も多く、次いで、「週３

日以上」（21.0％）、「週に１日」（19.6％）、「毎日」（14.5％）、「週に２日」

（13.3％）の順となっており、ばらつきがみられる。 

  

※出典 「第４次三鷹市基本計画第１次改定等に向けた市民満足度・意向調査（報告書）」（平成 27

年３月 三鷹市）68頁 
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 ウ 今後行いたい生涯学習活動 

「生涯学習活動を行ったことがある」と回答した人に対し、今後行いたい生涯

学習活動の内容について把握したところ、「趣味的なもの」の割合（54.3％）が最

も多く、次いで、「スポーツ」（30.6％）、「教養的なもの」（29.3％）、「健康法な

ど」（28.1％）、「語学」（24.2％）の順となっている。その他の具体的な内容とし

て、俳句・短歌サークル、青年会議所での活動、ワーキングマザー間の交流の場

の確保等が挙げられた。 

 

※出典 「第４次三鷹市基本計画第１次改定等に向けた市民満足度・意向調査（報告書）」（平成 27

年３月 三鷹市）69頁 

 

 エ １年間のスポーツの取り組み状況 

「スポーツをしたことがある」の割合（62.7%）が最も多く、「スポーツをした

ことがない」は 33.4％に留まる。 
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※出典 「第４次三鷹市基本計画第１次改定等に向けた市民満足度・意向調査（報告書）」（平成 27

年３月 三鷹市）64頁 

 

 オ スポーツを行う頻度 

「スポーツをしたことがある」と回答した人に対し、その頻度を把握したとこ

ろ、「週３日以上」の割合（22.0％）が最も多く、次いで、「１か月に１～３日」

（19.2％）、「週に２日」「週に１日」（18.3％）、「毎日」（12.4％）、「年に１～３

日」（8.7％）の順となっている。 

 

    

※出典 「第４次三鷹市基本計画第１次改定等に向けた市民満足度・意向調査（報告書）」（平成

27年３月 三鷹市）65頁 

 

 カ スポーツや運動を行う理由 

「スポーツをしたことがある」と回答した人に対し、その理由を把握したとこ

ろ、「健康の維持・増進や体力づくり」の割合（70.3％）が最も多く、次いで、

「運動不足解消」（63.2％）と２項目が突出して高い。その他として、「ストレス

解消」（38.8％）、「趣味や余暇の楽しみ」（37.9％）、「美容や肥満解消」「友人との

交流や仲間づくり」（24.5％）の順となっている。その他の理由として、プロを目

指す等が挙げられた。 
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   ※出典 「第４次三鷹市基本計画第１次改定等に向けた市民満足度・意向調査（報告書）」（平成

27年３月 三鷹市）66頁 
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２ 計画の基本的視点 

前述の国の動きや東京都の動き、市民意向調査及び社会教育委員会議の意見等

（「三鷹市生涯学習プラン 2022」の実現に向けて～三鷹市社会教育委員会議の意

見～）を踏まえ、これからの三鷹市の生涯学習を進めていく上で重要な考え方と

なる次の５つを、計画の基本的視点とします。 

(1) 生涯学習振興行政の総合的推進  
   生涯学習振興行政や社会教育行政は、社会のあらゆる場で市民同士が学び合

い教えあう相互学習等が活発に行われるような環境を醸成する役割を果してい

くことが必要と言われています。そのためには、三鷹市の市長部局や教育委員

会だけでなく、三鷹ネットワーク大学推進機構、民間団体、ＮＰＯ、大学、企

業等とも自ら積極的、効果的な連携を図り、市民も一体となって、協働して取

り組みを進めていくネットワーク型行政を推進することが必要となります。こ

れに伴い、生涯学習振興行政の総合的推進を図り、個々人の生涯にわたる学習

の継続性にも配慮しながら、市域内の学習活動全体を調整して、生涯学習の理

念の実現に向けたその基本的方針を示していくことが必要となってきます。 

 「三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1 次改定）」では、こうしたネットワーク

型生涯学習振興行政の総合的推進に取り組んでいきます。 

 このため、三鷹中央防災公園・元気創造プラザの開設を機に、生涯学習及び

スポーツ関連業務を再編して市長部局に移管します。 

(2) 生涯学習による知識基盤社会への対応 
 

現代は、著しく急速な科学技術の高度化や国境を越えた情報化等により、政

治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域で新しい知識が基盤となり、重要

性を増す、いわゆる知識基盤社会（✽P.64）の時代であると言われています。

知識基盤社会では、情報を知識として蓄えるだけでなく、情報を主体的に読み

解き、必要な情報を引き出して活用する能力（メディアリテラシー）をはじ

め、自ら課題を見つけ考える力、柔軟な思考力、他者との関係を築く力など、

「自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な知力」が必要に

なります。また、グローバル化が進むなかで、異なる文化や歴史を背景に持つ

人々と共存し多様性を受容するために、自らの国や地域の伝統や文化について

の理解を深めることも必要となってきます。 

「三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1 次改定）」では、こうした知識基盤社会

に必要な学びを支援していきます。 

(3) 生涯学習を支援する環境整備  
 

市民の一人ひとりが自分に最適な生涯学習活動ができるための環境整備に取
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り組みます。ライフステージ(✽P.65)ごとに「学ぶ意欲」を喚起する機会を提

供することに努め、学習情報の提供や学習相談体制の充実を図ります。 

知識基盤社会において、今後、ますますニーズの高まるＩＣＴ（✽P.63）   

を活用した在宅学習機会の充実を図るとともに、今後の市民の学習活動の拠点

となる三鷹中央防災公園・元気創造プラザに設置される生涯学習センターや総

合スポーツセンター等の施設整備を行います。 

また、東日本大震災の教訓を踏まえ、市内の学習施設において利用者が安

全に安心して学習できるために、大地震発生時の安全確保に向けた施設改善や

避難誘導等のマニュアルづくり等に取り組みます。 

なお、三鷹市が今後目指す「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が

地域に受け継がれていく」生涯学習社会は、性別や年齢に関わらずすべての人

に居場所と出番が保障され、誰もがその個性や能力に応じ、人に役立つ歓びを

大切にできる、支え合いと活気の溢れる社会です。このような社会を実現する

ために、これからの市民は学習を提供される受動的な立場に止まらず、同時に

学習の提供主体となっていくことも求められます。こうした社会を築く担い手

としての人財を育成することも、生涯学習のための環境整備における重要な課

題のひとつです。三鷹中央防災公園・元気創造プラザでは、三鷹市社会教育会

館における活動の実績や成果を基礎に、市民のより主体的な学習活動を支援で

きるよう、さらに多彩な生涯学習プログラムを提供するとともに、三鷹ネット

ワーク大学推進機構の、「民学産公」の知的資源を活用した人財育成プログラ

ム等と連携し、生涯学習における人的基盤づくりを推進します。  

 (4) 「学びの循環」の構築 
 

「第１部 計画の前提 １ 計画の基本目標」（P.5）で述べているように、

これからの生涯学習の推進においては、一人ひとりの学習を支援する環境の

整備とともに、個人の学習成果を地域に還元することが重要になります。生

涯学習活動を通して学んだ市民が、学びの成果を実際の地域社会で役立て、

さらに地域で活動を始めた市民が、活動を通じて新たに生じた課題を解決す

るために再び生涯学習の場に戻ることで、「学びの循環」が生じます。 

「三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1 次改定）」では、こうした「学びの循

環」の仕組みづくりと全市的な普及を図り、学びの成果や絆が地域に受け継が

れていく心豊かな社会の実現を目指します。学びの成果を活かすために身近な

地域でのボランティア活動などの情報を提供できる仕組みや、自分の能力・時

間を社会に提供できるよう、その受け皿としての制度づくりを推進し、市が目

指す「コミュニティの創生」につなげます（P.22「学びの循環」関係図）。 

(5) 学校・家庭・地域の教育力の向上 
 

平成 21 年度に、コミュニティ・スクール（✽P.63）を基盤とした小・中一
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貫教育が全市展開されました。学校・家庭・地域が一体となって学校運営を行

いながら、ともに子どもたちを育むコミュニティ・スクールの取り組みは、学

校教育のなかで一定の成果をあげています。 

三鷹市は今後、地域の大人たちのコミュニティ・スクールへのより一層の

参画を進めるとともに、学校施設を活用して大人たち自身も学習や交流ができ

る機会を広げ、様々な専門や得意分野を持つあらゆる世代の人々が出会い、学

び合える、学校を核としたコミュニティ（スクール・コミュニティ✽P.64）づ

くりに取り組みます。核家族化や単身世帯の増加により失われつつある地域の

つながりを再生し、「学校と地域が学び合う」「市民が学びを学校や地域に還元

する」という双方向の関係づくりを推進するなかで、学校を核とした地域で

(4)の「学びの循環」を創出し、地域全体の教育力の向上を目指します。 
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「学びの循環」 関係図 
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第３部 計画の基本目標、基本施策及び重点事業 

１ 計画の基本目標 
 

「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が地域に受け継がれていく 

心豊かな社会をつくる」 

 

２ 計画の基本施策 

(1) 生涯学習の基盤づくり 

市民ニーズを把握し、生涯学習を推進するに当たって、「いつでも、どこでも、

だれでも、そしていつまでも」学習できる環境を整備していきます。性別や年

齢に関わらず一人ひとりのライフスタイルやライフステージ（✽P.65）に沿っ

た学習機会を提供するとともに、生涯学習に関する様々な情報を提供し、学習

に関する相談体制等の充実も図ります。 

(2) 生涯学習の機会と場の提供 

市民に対し生涯学習を行うための様々な機会や場を提供します。新しい生涯

学習の場として、三鷹中央防災公園・元気創造プラザに生涯学習センター、総

合スポーツセンターを整備します。また、三鷹ネットワーク大学推進機構との

協働の推進や市立小・中学校の開放・地域拠点化の推進などこれまで進めてき

た生涯学習事業について、さらに連携を深めるとともに、一層の推進・拡充を

図ります。 

(3) 生涯学習の支援 

生涯学習情報システムや図書館資料管理システム、インターネットや地域Ｓ

ＮＳ（✽P.64）などＩＣＴ（✽P.63）を活用した生涯学習を推進し、市民の主

体的な生涯学習活動への支援を行うとともに、高齢者や障がい者などの学習が

困難な人への支援、子育て世代の学習活動への参加拡大のための保育付講座の

充実を図ります。 

(4) 生涯学習によるまちづくり 

さまざまな生涯学習の機会を通じて知識や技術を習得した人財を活かすため、

幅広い分野でのボランティア等の育成や、学習した市民が市民講師として学習

成果を地域に還元できる仕組みづくりを行います。また、学校・家庭・地域と

の連携による生涯学習を推進するとともに、ＮＰＯや市民団体等との連携、生

涯学習推進体制の充実を図ります。 
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３ 計画の重点事業 

(1) 三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備 

三鷹中央防災公園・元気創造プラザ整備事業は、市役所東側の東京多摩青果

（株）三鷹市場跡地を中心とした約 2.0ha に、災害時の一時避難場所となる防災

公園と、健康・スポーツ施設、老朽化し耐震性に課題のある公共施設等（北野ハ

ピネスセンター（幼児部門）、総合保健センター、福祉会館、社会教育会館）を集

約し、防災センター機能を加えた元気創造プラザ（子ども発達支援センター、総

合保健センター、福祉センター、生涯学習センター、総合防災センター）を一体

的に整備するものです。 

新しい施設では、複合施設の特性を活かし、「生涯学習の拠点」「健康・スポー

ツの拠点」として、様々な学習の機会や場を提供していきます。 

また、効率的な管理運営の実現のため、指定管理者制度を導入し、三鷹市芸術

文化振興財団を発展的に改組した新財団等と協働した魅力的な事業展開を検討し

ます。 

 

ア 生涯学習センター～生涯学習の拠点 

社会教育会館におけるこれまでの活動の実績や成果を基礎に、様々なライフス

テージ（✽P.65）における生涯学習の機会と場を提供する「生涯学習の拠点」と

して、生涯学習センターを整備します。 

具体的には、「市民大学総合コース」など、市民が企画と運営に関わる事業につ

いては、基本的に継続することとし、さらに多世代に渡る市民のより主体的で多

様な生涯学習ニーズに応じた学習活動を支援できるよう、多彩な生涯学習プログ

ラムを提供します。また、複合施設のメリットを活かした市民間の交流の促進や

施設利便性の向上に努め、市内教育関係施設との連携を図りながら生涯学習の一

層の推進を図ります。 

なお、東西社会教育会館及び東西児童館については、従来の生涯学習機能と児

童館機能を維持しつつ、乳幼児を抱えた子育て世代から高齢者に至るまで、幅広

く利用できる「多世代交流拠点」としての機能強化を目指します。 

 

 

イ  総合スポーツセンター～健康・スポーツの拠点 

健康長寿社会の実現を目指し、「健康・スポーツの拠点」を整備し、多彩なス

ポーツ施策を展開します。 

    具体的には、これまで進めてきた市民との協働の取組を充実・発展させると

ともに、指定管理者及び民間事業者の活用による多世代のニーズに合わせたス

ポーツ活動を推進し、元気創造プラザ内の関係部署や市内の大学等教育機関と

連携し、リコンディショニング（自らの体調を知り、見直し、その人に合った
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身体の状態に回復・改善させる）機能の導入等「元気創造拠点」としての整備

を図ります。また、各種スポーツ団体等と連携を図り、スポーツ活動を通した

情報発信、情報交流の拠点として市民交流を促進します。 

   

【事業スケジュール】  

 
前 期 

平成 23～26年度 

中 期 後 期 

平成 31～34年度 27 28 29 30 

三鷹中央防災公

園・元気創造プ

ラザの整備 

管理運営検討 

整備 

実施設計 

条
例
化
・
開
設
準
備 

開
設
準
備 

開
設
・
運
営 
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(2) 「図書館基本運営方針（仮称）」の策定と推進 

図書館法（昭和 25 年法律第 118 号）第７条の２の規定により、図書館の健全な

発達を図るために、図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24 年 12 月 19

日文部科学省告示第 172号）が施行されています。 

この図書館の設置及び運営上の望ましい基準では、図書館の管理運営に当たり、

社会の変化や地域の実情に応じ「基本的運営方針及び事業計画」を策定し、公表

するように努めるものとしています。併せて、事業の水準の向上を図るため「運

営の状況に関する点検及び評価等」を行うよう努めることが求められています。 

三鷹市立図書館においても、超高齢化社会の到来や情報通信技術（ＩＣＴ）の

進展などにより変化する公共図書館への市民ニーズ並びに社会の要請に対応し、

今後の図書館が果たすべき機能と役割、運営の方向性を明確にし、サービスの確

実な進展を図るため、「図書館基本運営方針（仮称）」を策定します。「図書館基本

運営方針（仮称）」に基づき、図書館としての基本サービスの向上を進めていきま

す。また、適切な指標を選定し、これに係る目標を設定するとともに、基本的運

営方針に基づき運営されているかを点検及び評価することにより、図書館サービ

スの向上と、効率的で計画的な図書館運営を着実に推進していきます。 

     

 

【事業スケジュール】 
 

 
前 期 

平成 23～26年度 

中 期 後 期 

平成 31～34年度 27 28 29 30 

「図書館基本運営

方針（仮称）」の策

定と推進 

  検
討 

策
定 

推
進 
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(3) 「三鷹市スポーツ推進計画 2022」の推進 

平成 26 年度に策定した「三鷹市スポーツ推進計画 2022」は、「スポーツ振興

法」制定から 50 年ぶりに改正された「スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78

号）」の「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことが人々の権利である」と

した理念を尊重し、市民スポーツ活動の推進とそれに伴う健康・体力の増進を促

進し、豊かなスポーツ社会の実現とスポーツを通じた仲間づくり・地域づくりを

目指します。また、新たな総合スポーツセンターとして整備される三鷹中央防災

公園・元気創造プラザでは、「元気創造拠点」としての機能整備や指定管理者及び

民間事業者の活用による多彩なメニューなど、多世代の市民ニーズに合わせた事

業を展開するとともに、同施設内に整備される保健・健康、福祉施設との連携を

図ります。 

 

 

【事業スケジュール】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
前  期 

平成 23～26年度 

中  期 後  期 

平成 31～34年度 27 28 29 30 

「スポーツ推進

計画 2022」の推

進 

調査研究 

策定 
推
進 
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(4) 「三鷹型エコミュージアム事業」の推進 

三鷹市では、エコミュージアム（✽P.63）のモデル事業として、大沢の里水車

経営農家の整備を行い、市民との協働による公開に取り組んできました。また、

平成 26 年度には、庁内プロジェクト・チームを設置して、三鷹型エコミュージア

ム事業の全市的な展開における検討を始めました。 

今後は、大沢の里水車経営農家の事業を推進するとともに、大沢二丁目古民家

（仮称）を整備し、大沢地区にあるその他の地域文化財を含め、大沢の里全体を１

つのゾーンとして捉え、エコミュージアムのモデル事業として推進していきます。 

また、庁内プロジェクト・チームにおいて、その全体構想の策定に取り組むとと

もに、引き続き全市的な展開における方針・方策等の検討を行い、モデル事業終了

後は、市内をいくつかのゾーンに分け、市内全域でエコミュージアム事業を推進し

ます。 

具体的な推進に当たっては、エコミュージアムの地域における個々の展示対象と

なるサテライト・ミュージアム（✽P.63）を特定するとともに、エコミュージアム

の中核となるコア・ミュージアムを設置し、さらに「発見の小径」（✽P.65）とい

われる見学ルートを整備することにより、市内全域のエコミュージアム事業のネッ

トワーク化を図ります。 

また、地域文化財に限らず、三鷹ブランドといわれる地域資源の活用も推進しま

す。みたか都市観光協会等との連携を図り、市立アニメーション美術館（三鷹の森

ジブリ美術館）や太宰治文学サロン、国立天文台等の地域資源とのネットワーク化

により、地域文化財と三鷹ブランドを活用した魅力ある事業展開を図ります。 

 

 

【事業スケジュール】 
  

 
前  期 

平成 23～26年度 

中  期 後  期 

平成 31～34年度 27 28 29 30 

「三鷹型エコミュ

ージアム事業」の

推進 

大沢の里水車経

営農家の市民との

協働による公開 

 

庁内プロジェク

ト・チームの設

置、検討 

検
討 

 

全
体
構
想
策
定 

推
進 
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＜三鷹型エコミュージアムのネットワーク図＞ 

 

 大沢の里周辺地区を一つのゾーンとし、市内をいくつかのゾーンに分け、コア・ミ

ュージアムを中心にネットワーク化を図り、エコミュージアム事業を推進します。 
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 (5) 大沢二丁目古民家（仮称）の整備 

明治 35 年に創建された大沢二丁目古民家（仮称）について、昭和 55 年頃の改

修後の状況に整備することを基本とする新たな方針を策定するとともに、三鷹型

エコミュージアム事業の拠点施設の１つとして整備します。 

平成 27・28 年度は基本設計・実施設計を行い、市民との協働による、体験学習

や民具の展示等の事業内容、地域文化財・地域観光の情報発信等のあり方、運営

体制を含む管理運営計画を検討します。平成 29 年度に整備工事を行い、設置条例

を検討するとともに、事業内容、管理運営計画を策定します。また、古民家に関

する講座の開催などボランティア人財の確保に努めるとともに、市民参加による

ボランティア協議会を設置するなど機運醸成に努めます。平成 30 年度に条例を制

定して、外構工事を行った後、同年秋の一般公開をめざします。 

整備後は、古民家及び周辺の公園を活用して実施する体験学習や昔の暮らしを

伝える民具等の展示、地域の伝統的な年中行事の展示など、地域文化財や地域観

光の情報発信の拠点として整備し、三鷹型エコミュージアム事業を推進します。 

 

 

 

【事業スケジュール】 
  

 
前  期 

平成 23～26年度 

中  期 後  期 

平成 31～34年度 27 28 29 30 

大沢二丁目古民家

（仮称）の整備 

新たな整備方針の

検討 

基
本
設
計 

実
施
設
計 

 整
備
工
事 

管
理
運
営
計
画
策
定 

一
般
公
開
（
秋
） 

外
構
工
事
、
設
置
条
例
制
定 

推進 
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第２編  各 論 

第１部 「三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1次改定）」の体系図 

 

基
本
目
標 

と
も
に
学
び
、
学
び
を
活
か
し
、
学
び
の
成
果
や
絆
が
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
く 

心
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る 

  基本施策１   (1) 市民ニーズの把握 

  生涯学習の   (2) ライフステージ別学習機会の提供 

  基盤づくり   (3) 情報の提供 

  
 

   ★「図書館基本運営方針（仮称）」の策定と推進 

    (4) 在宅相談体制等の充実 

        

  基本施策２   (1) ア 新しい学習の場 

  生涯学習の   学
習
の
場
の
提
供 

お
よ
び
連
携
等 

 ★三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備 

   機会と場の提供   イ 三鷹ネットワーク大学推進機構 

  
 

  ウ 連携・推進・拡充する学習の場 

       

     (2) ア 平和・人権・自治に関する学習の推進 

     
 

多
様
な
学
習
内
容
の
提
供 

イ 安全・生活環境に関する学習の推進 

     ウ 健康・福祉に関する学習の推進 

     エ 子育て・家庭教育に関する学習の推進 

     オ 芸術・文化に関する学習の推進 

     カ 生涯スポーツ活動の推進 

      ★「三鷹市スポーツ推進計画 2022」の推進 

     キ 仕事・キャリアのための学習の推進 

     ク 地域・郷土学習の推進 

      ★「三鷹型エコミュージアム事業」の推進 

      ★大沢二丁目古民家(仮称)の整備 

  

 

  ケ 読書活動の推進 

     
★「図書館基本運営方針（仮称）」の策定と推進 

(再掲) 

       

  基本施策３   (1) ＩＣＴを活用した学習の支援 

    生涯学習の支援   (2) 市民の主体的な生涯学習活動の支援 

     (3) 学習が困難な人への支援 

        

  基本施策４   (1) まちづくりに資する人財の育成及び活動の場の提供 

  生涯学習による   (2) 学校・家庭・地域との連携による生涯学習の推進 

    まちづくり   (3) 地域による家庭教育支援体制の充実 

     (4) ＮＰＯ・市民団体等との連携 

     (5) 生涯学習推進体制の充実 
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第２部 施策の内容 

１ 生涯学習の基盤づくり 
 

市民ニーズの把握、ライフステージ別学習機会の提供、情報の提供、在宅相談体 

制等の充実といった、市民の生涯学習活動を推進する前提となる基盤を整備します。 

(1) 市民ニーズの把握 

生涯学習事業を実施する際にはアンケートを行い、市民による事業評価とニー

ズ等の把握に努めます。「三鷹市ホームページ」は、各事業を紹介したページから

市民が直接、事業に対する意見等を送信できる仕組みになっており、今後は、「生

涯学習情報システム」においても市民の意見やニーズを把握できる仕組みづくり

を検討していきます。 

(2) ライフステージ別学習機会の提供 

「いつでも、どこでも、だれでも、そしていつまでも」学習を続けられるため

に、市民の学ぶ意欲を喚起し、学習のきっかけとするために、ライフステージ

（✽P.65）ごとに多様な学習機会とメニューを提供します。なお、市内の各学習

施設では、乳幼児期から老年期まで様々なライフステージ別の講座・教室等を実

施しながら、各ステージから次のステージにつなげる学習機会の提供や、すべて

のライフステージの市民が参加できるイベントや居場所づくり等に取り組むなど、

世代間の交流や連携に努めます。 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業  

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎「みたか子ども読書プラン 2022」の改定と推進 

    子どもたちが、様々な機会と場所で本と出会い、感動を覚

え、知る喜びを体験できるよう、子どもの自主的な読書活動を

支援し、読書に親しむ環境整備を推進するために策定した、「み

たか子ども読書プラン 2022」を改定・推進します。 

図書館 

 

 

 

＜主な個別事業＞ 

乳幼児期 

◇ブックスタート事業（図書館） 

◇乳幼児と保護者の運動教室（スポーツ振興課） 

幼児期 

◇３歳児と保護者の運動教室、水遊び教室（スポーツ振興課） 

乳幼児期から青少年期 

◇児童館の各種事業（児童館） 

青少年期 

◇各種体験学習講座（社会教育会館） 

◇ジュニアリーダー・シニアリーダー講習会、地域子どもクラブの各種
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事業（児童青少年課） 

◇子ども科学教室 （総務課） 

◇みたかとしょかん図書部！（図書館） 

     壮年期（勤労世代） 

◇市民健康講座（健康推進課） 

◇コミュニティ・ビジネスサロン（まちづくり三鷹） 

育児期（子育て世代） 

◇両親学級、プレママの講習会(歯科・栄養)、プレママ・パパの食育講

習会、離乳食・幼児食講習会、親子料理教室、こころ・からだの発達

講座（健康推進課） 

◇親子ひろば事業（子ども育成課） 

◇子育て連続講座（社会教育会館） 

◇家庭教育学級（生涯学習課） 

中高年期 

◇各種スポーツ教室（スポーツ振興課） 

◇各種健康料理教室、男性料理教室（住民協議会） 

老年期（シニア世代） 

◇むらさき学苑、高齢者自主グループ講師派遣事業（社会教育会館） 

◇生涯学習教室、パソコン教室（シルバー人材センター） 

◇いきいき健康講座（健康推進課） 

 

(3) 情報の提供 

ア 学習情報の提供 

  システムや媒体を使って、様々な学習情報を提供します。 

＜主な個別事業＞ 

①生涯学習情報システムの運用 

平成 19 年にリニューアルした生涯学習情報システムは、施設予約及び講

座・催し物予約システムを中心に、生涯学習人財情報、社会教育会館利用者に

よる情報コーナー、関係機関等リンク（「みたか遺跡展示室」、関係部署及び市

内生涯学習関係機関等）で構成されています。今後は、学習情報掲載の充実を

図っていきます。 

②「生涯学習事業情報」等の発行 

市や教育委員会、市内公共機関等で開催される講座やイベント情報等を取り

まとめた冊子「生涯学習事業情報」（年４回発行）を今後も発行していきます。

スポーツ関係の情報は、市内のスポーツ事業と施設一覧を掲載した「スポーツ

インフォメーション」を毎年発行していきます。 

③広報紙、ホームページ等による情報提供の充実 

「広報みたか」、市ホームページによる講座等の広報のほか、ＣＡＴＶやソ



 

34 

 

ーシャルメディア（✽P.64）等の多様な情報媒体の活用を図ります。 

ホームページ 

「三鷹の森ジブリ美術館」（コミュニティ文化課（ジブリ美術館）） 

「市民協働センター」(コミュニティ文化課（市民協働センター)) 

「星と森と絵本の家」（コミュニティ文化課（星と森と絵本の家）） 

「みたか遺跡展示室」「三鷹の水車しんぐるま」（生涯学習課） 

「三鷹市社会教育会館」（社会教育会館） 

「三鷹市立図書館」（図書館） 

④多言語による情報提供施策の充実（外国語版生活ガイドの発行） 

  外国籍市民等が暮らしやすいまちにしていくため、外国籍市民等に保障され

ている権利、行政サービス、防災情報、医療情報などが確実に提供されるよう、

外国語版生活ガイドを定期的に発行するとともに、使用言語、提供内容、提供

方法等について検討し、充実を図ります。また、冊子と併せてデータの検索や

活用において利便性に優れた電子書籍を公開します。 

⑤その他の情報提供 

    発行物 

◇「コーヒー入れて」（企画経営課） 

◇「ニュースレター」（コミュニティ文化課、市民協働センター） 

◇「マークル」（コミュニティ文化課、芸術文化振興財団） 

◇「～働く人・働きたい人を応援する～相談窓口ガイドブック」「消費者行政のあゆみ」

「消費者相談事例集」「くらしの豆知識」「高齢消費者被害防止リーフレット」（生活

経済課） 

◇「みたか散策マップ」（みたか都市観光協会） 

◇「健康ガイドみたか」「子育てハンドブック」（健康推進課） 

◇「ひろばだより」（すくすくひろば） 

◇「アロニア」（花と緑のまち三鷹創造協会） 

◇「エコミュージアム・マップ」「てくてく・みたか」（生涯学習課） 

◇「図書館だより」「よんでみない？」「ヤングアダルト図書目録」「本はともだち」「男

女平等参画図書目録」「絵本でひろがる豊かな時間」（図書館） 

その他 

◇テーマ図書展示、企画展示（図書館） 

◇みたか観光案内所における情報提供（みたか都市観光協会） 

イ 図書館の充実 

さまざまな学習の「情報拠点」である市立図書館の資料の充実やサービス向

上を図ります。 
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第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業  

◎は主要事業 ○は推進事業 ★はプランの重点事業 

担当課 

・部署 

★「図書館基本運営方針（仮称）」の策定と推進 

   （P.26「計画の重点事業」に掲載） 

図書館 

○図書館資料の資料点数及び内容の充実、各館の特色ある

図書館づくりの推進 

各図書館の図書館資料の資料点数及び内容の充実を図るとと

もに、コミュニティ・センター図書室や学校図書館とのサービ

ス網の確立により、市民の利便性の向上を図ります。また、図

書館各館は、資料収集方針に基づき、特色ある図書館づくりを

推進します。 

図書館 

 

 

 

(4) 在宅相談体制等の充実 

生涯学習相談員が、窓口相談（社会教育会館）のほか、電話、ファクス、電子

メール等の通信手段を活用し、学習者の個別ニーズにあわせてきめ細かな相談に

対応します。市立図書館において、インターネットによるレファレンス・システ

ム（✽P.65）を活用した、図書相談サービスを充実します。 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業  

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○在宅相談体制等の充実 

生涯学習に関する相談体制として、窓口相談や電話、ファク

ス、電子メール等の通信手段を利用した在宅相談を推進しま

す。 

○ホームページ等での各種レファレンスコンテンツの提供 

 市民の学習・調査活動への個別のレファレンスサービスに加

えて、資料別の利用案内やホームページでの調査事例の公開な

ど、市民が自分で資料や情報を探すための環境整備を進めま

す。 

社会教育

会館 

 

図書館 

    ＜主な個別事業＞ 

◇インターネットによるレファレンスシステムを活用した図書相談サー

ビスなどの充実（図書館） 
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２ 生涯学習の機会と場の提供 

（★は本プランにおける５つの重点事業です。） 

(1) 学習の場の提供および連携等 

   公営、民営、公設民営のさまざまな学習の場の整備、拡充、連携等を推進します。 

また、学習者の利便性と学習機会の拡大のために、それぞれの学習の場でＩＣＴ

（✽P.63）の活用を推進します。（P.31「１ 生涯学習の基盤づくり(3)情報の提供」、

P.49「３ 生涯学習の支援(1)ＩＣＴを活用した学習の支援」参照）。なお、生涯学習

センター等で土・日曜日や夜間に開催する講座を増やすことを検討するなど、幅広い

市民層に学習機会を拡大できるように努めます。 

ア 新しい学習の場 （★は本プランの重点事業） 

★ 三鷹中央防災公園・元気創造プラザの整備 

（P.24～30「計画の重点事業」に掲載） 

イ 三鷹ネットワーク大学推進機構 

「民学産公」の知的資源を活かし、地域の人財育成、都市活力の再生、より

高度な学習機会の提供など、様々な事業を展開する三鷹ネットワーク大学推進

機構との協働を推進します。 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1 次改定）掲 載 事 業  

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎三鷹ネットワーク大学推進機構との協働の推進 

三鷹市と 19 の教育・研究機関が共に運営する三鷹ネットワーク

大学推進機構と協働し、大学等の教育・研究機関、企業やＮＰＯ

法人等の幅広い団体を含む会員団体との連携を図ります。教育・

研究機関や企業等の最先端の知的資源を地域社会で活用し、「教

育・学習機能」として市民ニーズと結びつけるとともに、学びを

活動に活かす「市民人財」の育成を中心とした運営を支援しま

す。また、新規事業創出や起業家支援を目的とする「研究・開発

機能」、専門家と市民を直接結びつけるコミュニケーションの場と

しての協働サロン事業を中心とした「窓口・ネットワーク機能」

を推進し、知的創造空間としての地域社会の醸成をめざします。

幅広いネットワークを活かして、三鷹市独自の市職員研修の創出

や、「三鷹まちづくり総合研究所」でのシンクタンク機能とも連携

を図ります。 

さらに、次の 10 年に向けての新たな政策課題などにも民学産公

の協働により取り組んでいきます。 

企画経営

課 

ウ 連携・推進・拡充する学習の場 

① コミュニティ・センター、市民協働センターとの連携 
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身近な場所（コミュニティ・センター）で学習できる機会として、社会教育

会館との連携事業（各種講座等）をはじめ、他の部署においてもコミュニテ

ィ・センター（住民協議会）との連携事業を推進します。 

市民協働センターでは、ＮＰＯ等の協力による親子ひろば事業や各種企画

事業を推進し、市民活動と連携した生涯学習の展開を図ります。 

 ② 芸術文化振興財団、徳間記念アニメーション文化財団、中近東文化センター

との連携 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○芸術文化振興財団及び徳間記念アニメーション文化財団と

の連携 

  市民の芸術・文化に触れる機会の充実や市民ニーズを踏まえ

た良質な芸術・文化の鑑賞事業の実施に向け、芸術文化振興財

団及び徳間記念アニメーション文化財団と連携し文化行政を推

進します。また、市民団体などの活動の支援や市民の発表の場

の提供などの取り組みを推進し、市民の芸術・文化活動を促進

します。 

◎市立アニメーション美術館を活かしたまちづくりの推進 

  市立アニメーション美術館を中心とした公園や道路などの周

辺環境の整備、学校教育等との連携を推進します。また、美術

館の魅力を充分に活かして、美術館付近から三鷹駅前の商店街

に続くにぎわいのある商業や魅力のある観光の振興のほか、平

成 29 年に開園 100 周年を迎える都立井の頭恩賜公園で実施さ

れる東京都の事業とも連携を図り、周辺の文化施設と連携した

回遊性のある芸術・文化のまちづくりを推進します。 

コミュニ

ティ文化

課 

 

 

 

 

 

コミュニ

ティ文化

課 

③ 市内大学等との連携 

市内の大学や教育機関等との連携を深め、国際基督教大学、ルーテル学院大

学の協力で実施している市民聴講生制度をはじめ、平成 28 年４月に「井の頭キ

ャンパス」が新設される杏林大学との連携に取り組むなど大学等を活かした生

涯学習を推進します。 

④ 地域スポーツクラブの充実 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎地域スポーツクラブの充実 

地域住民が主体的に運営する地域スポーツクラブへの活動支

援を継続し､全市的な展開が図られるよう、地域のスポーツ活

動との連携や協働を推進します｡ 

スポーツ

振興課 
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⑤ 学校の開放・地域拠点化の推進 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課・

部署 

◎子どもの安全安心な活動拠点としての地域開放の推進 

◎生涯学習・文化・スポーツの拠点としての地域開放の推

進 

 （P.56「４ 生涯学習によるまちづくり(2)学校･家庭･地域との

連携による生涯学習の推進」に掲載） 

生涯学習

課・スポ

ーツ振興

課 

○学校・家庭・地域間の情報共有と連携及び地域向け活動

の推進 

（P.57「４ 生涯学習によるまちづくり(2)学校･家庭･地域との

連携による生涯学習の推進」に掲載） 

指導課 

生涯学習

課 

○学校を拠点とした地域活動の支援 

（P.56「４ 生涯学習によるまちづくり(2)学校･家庭･地域との

連携による生涯学習の推進」に掲載） 

指導課 

生涯学習

課 

◎地域子どもクラブ事業の充実 

（P.57「４ 生涯学習によるまちづくり(2)学校･家庭･地域との

連携による生涯学習の推進」に掲載） 

児童青少

年課 

 

⑥ 図書館サービス網の再編 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎コミュニティ・センター図書室との連携 

◎移動図書館の活用 

◎下連雀図書館の廃止 

コミュニティ・センター図書室について、図書館所蔵図書の

検索・予約・貸出・返却機能を持たせ、かつ分館と同様に配送

網に加えるなどの図書館との連携を検討し推進するとともに、

下連雀図書館の廃止に伴い、移動図書館の巡回ステーションの

配置を見直し、図書館サービス網の再編を図ります。また、移

動図書館の活用方法を検討し、新たな地域へのきめ細かなサー

ビスの展開をめざします。 

図書館 

 

 

 

 

 

 ＜主な個別事業＞ 

◇学校図書館との連携（図書館） 

⑦ 星と森と絵本の家の特色ある運営 

  国立天文台との連携を土台に、絵本との出会いや立地を生かした豊かな体験

を通じて、天文や科学への関心を高める様々な事業を展開します。 
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第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○星と森と絵本の家の特色ある運営 

国立天文台との連携と市民との協働により、絵本との出会い

や、科学的関心の基礎となる「知的好奇心」を高める取り組み

を進め、コミュニケーションの中で「考えることが面白い体

験」となる事業展開を図ります。また、新たな関心をもつ市民

との協働により、地域の様々な活動や資源をつなぎ、子どもた

ちが身近な地域で絵本と出会い楽しさを体験できる環境づくり

を推進します。 

コミュニ

ティ文化

課(星と

森と絵本

の家) 

  

(2) 多様な学習内容の提供 

市民一人ひとりの学習ニーズを満たし、かつ地域の課題解決に役立つような、

さまざまな分野の学習内容を提供します。 

  ア 平和・人権・自治に関する学習の推進 

① 平和・人権・自治に関する学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎積極的平和事業の推進 

  非核都市宣言及び平和条例の趣旨に基づき、地球的視野に立

ち、環境・差別・飢餓・経済格差等の問題を含めた、積極的平

和の実現に向けた取り組みを推進します。地球市民講座や平和

カレンダーの作成等を通じて、平和意識の醸成を図ります。 

企画経営

課 

 

 

◎戦争体験談等のアーカイブ化の推進 

◎「みたかデジタル平和資料館」の開設・運営 

戦後 70 年が経過する中、市民の戦争体験談や関連資料を記

録していくアーカイブ化事業を継続し、市のホームページに特

設サイト「みたかデジタル平和資料館」を開設・運営すること

で、戦争の記憶を風化させることなく、次世代へ継承していき

ます。 

企画経営

課 
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○平和展の開催と平和関連資料の保管・展示・貸出 

○市内の戦争遺跡の記録と紹介 

  市で所蔵する平和関連パネル及びＤＶＤ等を、市が展示・上

映するだけではなく、希望する市民や市民団体等へ年間を通じ

て貸し出しを行うことで、草の根の平和施策の推進を図りま

す。また、８月の平和強調月間における平和展、３月の「東京

都平和の日」に因んだ資料展及び市内の戦争遺跡を巡るフィー

ルドワーク等の実施を通じて、幅広く平和意識の醸成に努めま

す。 

企画経営

課 

◎子ども自身の力を高めるプログラム（ＣＡＰワークショ

ップ等）の普及 

子どもの人権についての取り組みとして、子ども自らが暴力

から身を守るための教育プログラム（ＣＡＰ（✽P.63）ワーク

ショップ等）の普及・啓発に取り組みます。 

企画経営

課 

 

 

     ＜主な個別事業＞ 

◇中国残留邦人等支援ネットワーク事業の講演会（地域福祉課） 

◇憲法を記念する市民のつどい、市民憲法講座、平和展、平和アニメ上

映会、平和カレンダー、平和の絵展、東京空襲資料展、戦跡を訪ねる

フィールドワーク講座、地球市民講座（企画経営課） 

◇市民大学事業 平和・人権・自治関連講座（社会教育会館） 

◇政治教養講座（選挙管理委員会事務局） 

◇心のバリアフリー事業（障がい者支援課） 

② 男女平等参画社会の形成を目指した学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課・

部署 

◎ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた啓発事業等の

実施 

一人ひとりの生活が多様化する中で、性別や年齢などにかかわ

りなく、個人のライフステージ（✽P.65）に応じて、学校・職

場・家庭・地域等で自分の個性や能力を最大限に発揮できる、生

きやすい社会の実現が求められています。 

市は、事業者に向けた就労支援、子育て支援、男女平等参画等

においてワーク・ライフ・バランス（✽P.65）の実現に向けた取

り組みを推進します。また、庁内関係部署との連携を図りながら

関係団体等への情報提供や普及・啓発を図ります。 

企画経営

課 
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    ＜主な個別事業＞ 

◇男女共同参画週間パネル展、男女平等参画のための市民フォーラム、男

女平等参画講座（企画経営課） 

◇市民大学事業等 男女平等参画関連講座（社会教育会館、生涯学習課） 

◇生涯学習センターと女性センター機能との連携（生涯学習課、社会教育

会館、企画経営課） 

③ 国際化に関する学習 

    ＜主な個別事業＞ 

◇国際理解講座（三鷹国際交流協会） 

◇市民大学事業 国際関連講座（社会教育会館） 

◇南部図書館みんなみと、公益財団法人アジア・アフリカ文化財団による

国際理解・異文化・多文化理解を推進する講座の実施(図書館) 

イ 安全・生活環境に関する学習の推進 

① 環境・資源・エネルギーに関する学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○環境に関する情報提供の充実 

  環境に関する報告書の発行及びホームページ等を利用し、

大気、水質、土壌汚染等の環境測定データによる公害発生の

状況を情報提供します。さらに、環境学習等のイベントを通

じて地球環境の保全意識の啓発や公害防止に関する情報提供

の充実を図ります。 

環境政策

課 

 

○環境基金を活用した環境活動の普及・啓発活動の推進 

環境基金を活用し、市民、NPO、事業者等が行う高環境の創

出をめざして行う先導的な環境活動に対して顕彰を行うほ

か、NPO などが実施する環境活動事業への助成や環境ポスタ

ー、標語などの募集を行って優秀な作品の顕彰を行うなど、

環境活動の支援と啓発を行います。また、環境基金を活用し

た、新たな支援策を環境基金活用委員会において審議・検討

を行います。 

環境政策

課 
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○環境学習機会の提供 

「みたか環境活動推進会議」との協働により、市民のニー

ズや環境意識の高揚、将来を担う子どもたちへの環境教育に

つながる情報発信や講座等を実施します。また、環境活動を

体系的に学習できる講座の開設や、様々な学習メニューの提

供を行うとともに、イベントやフィールドワークによる体験

学習の機会を提供します。 

環境政策

課 

 

 

 

     ＜主な個別事業＞ 

◇自然観察会、園芸講習会、植物観察会（花と緑のまち三鷹創造協会） 

◇市民大学事業 環境関連講座（社会教育会館） 

◇環境月間事業（環境展、エコミュージカル等）、自然体験教室、省エ

ネルギー講座（環境政策課） 

② 消費者としての学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎ライフステージにあわせた消費者啓発及び消費者教育の

充実 

  児童から社会人に至るまでの体系的な消費者教育の充実、

特に悪質商法に狙われやすい若者や高齢者へ向けた出前授業

や出前講座等を行うことにより、自立した「賢い消費者」を

育成します。 

  また、高齢者を見守る側への消費者教育の充実を図るた

め、地域包括支援センター等の高齢者関係部署の他、町会、

自治会、民生・児童委員、住民協議会、商店会等の地域に密

着した団体等への拡充を図ります。 

生活経済

課(消費生

活係) 

 

 

 

 

     ＜主な個別事業＞ 

◇市民大学事業 経済関連講座（社会教育会館） 

◇小学校への出前授業、地域包括支援センター等への出前講座、地域消費

者セミナー、消費者セミナー、親子消費者セミナー（生活経済課) 

③ 防災・救急に関する学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎防災訓練の多様化 

災害時の防災行動力向上のため、自主防災組織を中心に警

察、消防等関係機関・団体・施設と連携するとともに、特に

地域の核となる小・中学校との連携を強化していきます。訓

練についても、実際の災害から市民の生命・身体・財産を守

防災課 
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るための多様な訓練を検討のうえ実施するとともに、訓練の

参加率向上を図ります。さらに、警察、消防、自衛隊等と連

携した広域的な防災訓練への取り組みも進めます。 

    ＜主な個別事業＞ 

◇救急救命技能の取得（防災課、消防署、消防団） 

④交通安全・安全安心のまちづくりに関する学習 

    ＜主な個別事業＞ 

◇交通安全指導、交通安全教室、自転車安全講習会、交通公園等における交

通安全教育（道路交通課、三鷹警察署） 

◇地域安全マップ活用学習会（安全安心課、三鷹警察署） 

ウ 健康・福祉に関する学習の推進 

① 健康に関する学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○住民協議会との健康づくり事業の推進 

いつまでも元気に地域に住み続けられるよう、地域活動の

活性化に向け、住民協議会等と連携して、市民健康講座等の

各種講座の実施や介護予防事業を行うなど、地域で行う健康

づくり事業を推進します。 

健康推進

課 

 

 

 

○身体活動・運動に関する知識の普及 

身体活動を増やしたり、運動をはじめるきっかけつくりや

運動を習慣化するため、運動の必要性や心身への効果、幼児

期から高齢期までのライフステージ（✽P.65）や体調に応じ

た取り組みやすい身体活動、目標設定の方法等についてわか

りやすく市民に周知します。 

健康推進

課 

 

 

 

○ライフステージに応じた食育の推進 

食は命の源であり、食から命の大切さを学ぶことを通じ、

体だけではなく心豊かな人間性を育みます。より多くの市民

が、食に関する知識や食を選択する力を持ち、健全な食生活

の実践が図られるよう、保育園、幼稚園、学校、住民協議

会、栄養士会、保健所、商工会及び生産者等と更なる連携を

図りながら、市民のライフステージ（✽P.65）に応じた様々

な食育の推進に取り組みます。 

健康推進

課 

 

 

 

 

    ＜主な個別事業＞ 

◇各種健康教育事業（健康推進課） 

◇栄養料理教室（健康推進課、住民協議会） 

◇歩く運動奨励事業（社会福祉協議会） 
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② 福祉・介護等に関する学習 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○家族介護者への支援 

介護者である家族の介護にかかる負担感を軽減し、要介護

者との関係を良好に保ち、できるだけ長く在宅での生活を継

続するため、社会福祉協議会等との協働により、家族介護者

交流事業等の充実を図ります。 

高齢者支

援課 

○介護予防事業の推進 

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと自分らしく暮らして

いけるよう、介護予防の必要性の普及・啓発に努めます。ま

た、地域において醸成された地域住民組織活動や地域包括支

援センター等の関係機関と連携を図りながら、介護予防に資

する健康講座や介護予防事業を実施し、高齢者の健康づくり

を推進します。 

健康推進

課 

＜主な個別事業＞ 

◇市民大学事業 教育・福祉講座（社会教育会館） 

◇認知症啓発イベント、認知症サポーター養成講座（高齢者支援課） 

◇介護予防講座（社会福祉協議会） 

 

エ 子育て・家庭教育に関する学習の推進  

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○地域ＳＮＳ（✽P.64）家庭教育支援コミュニティサイト

「かきしぶ」による家庭教育の支援 

核家族化や共働き家庭の増加が進み、小学生やこれから小

学校に入学する子どもを持つ保護者等が、家庭教育に関する

様々な情報を気軽に入手できる環境の整備が求められていま

す。そこで、家庭教育の情報交換ができる場として、地域Ｓ

ＮＳ（ポキネット）を活用した家庭教育支援コミュニティサ

イト「かきしぶ」を開設しています。参加者の増加が図られ

るようインターネットサイトから直接アクセスできる環境整

備や掲示板の運営に努めるとともに、市民相互の情報交流の

一層の促進を図るため、「かきしぶ de 学び会い講座」の開催

など家庭教育を支援していきます。 

生涯学習

課 

 

 

  ＜主な個別事業＞ 

◇妊婦に対する講座、発達講座、乳幼児の食に関する講座（健康推進

課） 
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◇親子体操、ベビーマッサージ、ベビーヨガ、キッズヨガ、子育てに関

するワークショップ、子ども向けメニューの料理教室、４か月までの

親子の集い、「育メン」スタート講座、年齢別育児講座、ファミリー・

サポート・センター援助会員養成講座（すくすくひろば） 

◇市民大学 子育て・家庭教育連続講座、乳幼児をもつ親のための講座

（社会教育会館） 

◇家庭教育学級、PTA連合会合同研修会（生涯学習課） 

◇青少年対策地区委員会講演会（児童青少年課） 

◇ＣＡＰ（✽P.63）ワークショップ（企画経営課） 

オ 芸術・文化に関する学習の推進 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎文化人の顕彰及び文学展示室等の設置の検討 

「太宰治文学サロン」を拠点施設として展開している太宰

治顕彰事業は、「太宰が生きたまち・三鷹」として市内外に向

けて様々な切り口から広く情報を発信し続けることをめざし

ます。また、「太宰治賞」は、引き続き筑摩書房と共同主催

し、市民が文学に親しむ機会の促進を図ります。さらには、

都立井の頭恩賜公園の 100 周年事業と連携し、新たに文学展

示室等の設置についても検討します。今後も、芸術文化振興

財団と連携して、太宰治や山本有三をはじめとする三鷹ゆか

りの文化人の多彩な企画展を開催するなど、文化に親しむ環

境づくりを創出し、「文化の薫り高い三鷹」のまちづくりを推

進します。 

コミュニ

ティ文化

課 

 

○美術資料等の活用の検討 

市が保有する芸術・文化資料のより適切な保管と市民ニー

ズに対応するため、収集や整理等に関する基準を見直し､計画

的な収集、管理を進めます｡また、現在実施している所蔵展の

ほか、三鷹市公会堂さんさん館（展示室兼会議室）などを活

用した市民への鑑賞機会の拡充を検討します｡ 

コミュニ

ティ文化

課 

 

 

○みたかジュニア・オーケストラの育成に対する支援 

地域の青少年にジュニア・オーケストラの活動を通して、

音楽の楽しさや合奏によるチームワークの大切さを知ってい

ただくとともに、人と人との触れ合いや地域社会への参加な

ど、芸術文化の振興と青少年の健全育成に資するため、引き

続き支援を行います｡ 

コミュニ

ティ文化

課 
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    ＜主な個別事業＞ 

◇各種文化事業（住民協議会） 

◇芸術文化振興財団による自主事業（芸術文化振興財団） 

◇市民文化祭、市民コンサート、親子音楽会（生涯学習課） 

◇三鷹の森アニメフェスタ（コミュニティ文化課、生活経済課） 

◇市内幼稚園・保育園園児（５歳児）の美術館見学、企画展の開催（コ 

ミュニティ文化課） 

◇星と森と絵本の家事業（コミュニティ文化課（星と森と絵本の家）） 

カ 生涯スポーツ活動の推進 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 ★は本プランの重点事業 

担当課 

・部署 

★「三鷹市スポーツ推進計画 2022」の推進 

（P.27「計画の重点事業」に掲載） 

スポーツ

振興課 

○コミュニティを基盤とした地域スポーツ活動の推進 

コミュニティを基盤とした地域スポーツ活動を推進し、スポ

ーツ活動の充実を図ります。 

スポーツ

振興課 

 ＜主な個別事業＞ 

 ◇市民体育祭スポーツ大会、みたかスポーツフェスティバル、市民駅伝大会等の

スポーツイベント、世代別初心者対象各種スポーツ教室、市民歩こう会、各施設

個人開放初心者レッスン、健康・体力づくり相談（スポーツ振興課） 

◇各種スポーツ教室、コミュニティ運動会（住民協議会） 

◇障がい児水泳教室（障がい者支援課） 

キ 仕事・キャリアのための学習の推進 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎就労支援団体との連携による就職面接会・就職支援セミ

ナーの開催 

ハローワーク三鷹、東京しごとセンター多摩などの就労支援団

体との連携を深め、若年者から中高年まで様々な年代に対応した

就職面接会・就職支援セミナーを開催し、市民の就職機会の拡大

や就職に向けたスキルアップを支援します。また、中高年者に対

しては再就職活動等に関するセミナーを開催するなど、就労支援

の充実を図ります。 

生活経済

課 
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○しごとの相談･情報提供の充実 

三鷹産業プラザで毎月開催している就労・年金・内職など

「しごと」に関する総合的な相談窓口を充実します。また、ハ

ローワーク三鷹をはじめとする関係団体の就労支援の内容等を

掲載した総合的な情報ガイドブックを作成し、就労希望者等へ

の情報提供を行います。 

生活経済

課 

 

   ＜主な個別事業＞ 

◇東京都立多摩職業能力開発センターが実施するキャリアアップ講習、技能取 

得講習、ハローワークが実施する職業訓練の広報支援（生活経済課、東京都

立多摩職業能力開発センター、ハローワーク三鷹） 

◇ＮＰＯ（わくわくサポート三鷹）等との連携による就業支援（生活経済

課） 

◇ＳＯＨＯフェスタ in ＭＩＴＡＫＡ、コミュニティビジネスサロン、 

ミタカフェセミナー、U-18 プログラミングくらぶ、子ども向け Ruby プロ

グラミング講座（まちづくり三鷹） 

◇情報発信講座（コミュニティ文化課（みたか市民協働ネットワーク）） 

ク 地域・郷土学習の推進 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 ★は本プランの重点事業 

担当課 

・部署 

★「三鷹型エコミュージアム（✽P.63）事業」の推進 

（P.28～29「計画の重点事業」に掲載） 

生涯学習

課 

★大沢二丁目古民家（仮称）の整備の推進 

（P.30「計画の重点事業」に掲載） 

生涯学習

課 

○民具等収蔵・展示施設の活用の推進 

市立第五中学校に設置した「みたか民俗資料収蔵庫・展示

室」については、「三鷹型エコミュージアム事業」の実施や校

外学習などの観点から活用を推進します。 

生涯学習

課 



 

48 

 

○地域文化財の基礎調査と保護・管理体制の充実 

○地域文化財の保護啓発及び協働による推進体制の整備 

○地域文化財の公開と活用 

地域の歴史と文化を伝える遺跡や遺物などの埋蔵文化財、大

沢の里水車経営農家等の民俗文化財等を適切な保護により後世

に伝えるため、その記録や台帳整理等の調査・研究を行うとと

もに、文化財市民協力員の養成等、市民との協働により地域の

文化財を管理・活用していく仕組みづくりを進めます。また、

子どもたちが地域の文化財について学習できる体験型講座や講

演会、展示会等に取り組むとともに、文化財や良好な自然環境

とのネットワークを図り、その公開と活用を図ります。 

生涯学習

課 

 

   ＜主な個別事業＞ 

◇文化財講演会、文化財市民協力員養成講座、文化財ウィーク、遺跡関

連講座、エコミュージアム入門講座、埋蔵文化財市民体験講座（生涯

学習課） 

◇三鷹ゆかりの文化人関係図書の充実、地域（郷土）資料の整備とデジ

タル化（図書館） 

◇三鷹「通」養成講座（みたか都市観光協会） 

ケ 読書活動の推進 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業  

◎は主要事業 ○は推進事業 ★はプランの重点事業 

担当課 

・部署 

★「図書館基本運営方針（仮称）」の策定と推進（再掲） 

   （P.26「計画の重点事業」に掲載） 

図書館 

＜主な個別事業＞ 

◇おはなし会、映画会、科学あそび、移動図書館車「ひまわり号」の運行、

でまえとしょかん「にこにこ」の実施、絵本パックの設置、講演会、ステッ

プアップ講座、POP の書き方講座、文庫連絡会講座、大人が楽しむおはなし会、

三鷹ネットワーク大学共催連続講座（図書館） 
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３ 生涯学習の支援 

  あらゆる世代のあらゆる市民が生涯学習活動に参加できるように支援をしていき

ます。 

(1) ＩＣＴ（✽P.63）を活用した学習の支援 

インターネット、ソーシャルメディア（✽P.64）、ＣＡＴＶ等を活用した学習情

報提供の充実や在宅学習機会の拡充を図り、仕事や家事、子育て等で多忙な人や

学習の場へのアクセスが不便な人をはじめ、すべての市民の生涯学習を支援しま

す。 

ア 生涯学習情報システムの運用 

     （P.33 「１ 生涯学習の基盤づくり(3)情報の提供」参照） 

イ 図書館資料管理システムの運用 

資料の検索や予約サービス、利用案内、事業、テーマ図書紹介等のほか、イ

ンターネットによるレファレンス（✽P.66）サービスを実施しています。今後

は、視聴覚資料の配信等も検討していきます。 

ウ ＣＡＴＶの活用 

生涯学習講座や講演会を収録し、ＤＶＤの貸し出しと併せてＣＡＴＶで放映

をしています。今後も活用を継続します。 

エ デジタル資料の提供、ホームページ、ソーシャルメディア等の活用 

 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○市政情報の提供における電子化の推進と情報提供手段の多

様化 

  市政情報の電子化を推進するとともに、ホームページを利用

した情報提供の充実を図ります。 

なお、広報紙やホームページ以外の情報提供手段として、ソー

シャルメディア（＊P.64）の活用やＣＡＴＶ、コミュニティＦＭ

との連携を推進します。 

情報推進

課 

 

 

○地域ＳＮＳ（✽P.64）等の普及促進と運用体制の充実 

構築から活用段階に入っている地域ＳＮＳ（ポキネット・ポ

キネットプラス）の利用拡充を図ります。家庭教育支援に関する

コミュニティ「かきしぶ」と同様な、地域の情報共有(電子会議)

の場、地域のイベント情報や買い物情報など、口コミ情報の発信

の場とするほか、地域の小規模事業者がビジネスを PR する場と

して活用することの可能性を検討するとともに、災害時における

連絡手段としての活用についても、訓練等を通じて推進します。 

情報推進

課 
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○三鷹ゆかりの文化人関係図書の充実 

○地域資料の充実とデジタル化 

  地域資料及び三鷹ゆかりの文化人関係の資料について、収集・

整理・保存体制を強化し、資料の充実を図ります。また、地域資

料についてデジタル化を進めます。 

図書館 

○図書館システムの更新 

○情報通信技術（ＩＣＴ）の進展に対応するサービス提供の

検討 

図書館システムを更新し、利便性を向上させ市民満足度の高い

サービスを提供します。また、ＩＣＴの進展に対応する新たなサ

ービスを研究し、導入の検討をします。 

図書館 

オ 電子メールによる生涯学習相談 

    （P.35「１ 生涯学習の基盤づくり (4)在宅相談体制等の充実」参照） 

 

(2) 市民の主体的な生涯学習活動の支援 

ア 市民参加による講座の実施 

市民大学総合コースは、企画・運営の全般に渡り、市民参加と市との協働で

講座を創り上げていくものであり、三鷹中央防災公園・元気創造プラザで行う

指定管理業務の中に位置づけて継承し、市民の主体的な生涯学習活動を支援し

ていきます。 

イ 自主グループ企画講座への支援 

「自主グループ講師派遣事業」や「高齢者自主グループ企画講座講師派遣事

業」、「障がい者自主グループ講師派遣事業」について、今後も継続して支援し

ていきます。 

ウ 社会教育関係団体等への支援 

三鷹市芸術文化協会、三鷹市体育協会、三鷹市文庫連絡会、三鷹市公立学校

ＰＴＡ連合会などの主体的な生涯学習活動を支援していきます。 

  

(3) 学習が困難な人への支援 

ア  保育付講座の充実 

保育付講座の充実と広報普及に努め、子育て世代の学習活動への参加拡大を

図ります。「みたか生涯学習事業情報」では巻末に保育付講座をまとめて再掲し

たり、市ホームページに掲載する各種イベント・講座では託児の有無を明示し

ます。また、三鷹中央防災公園・元気創造プラザを新しい生涯学習の拠点とし

て整備し、社会教育会館の保育付講座を継承しつつ、さらに複合施設の特性を

活かして、各施設利用者が効率的に保育サービスを活用できるよう検討します。 
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イ 高齢者、障がい者等への学習支援 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○図書の配達サービスの実施 

○利用困難者へのサービスの検討 

図書館の利用にさまざまな理由で困難がある市民へのサービ

スを検討し、図書館サポーター等のボランティアの協力も得て

推進します。 

図書館 

 

 

◎生きがい活動の支援・充実 

  高齢者が、地域福祉活動や地域のまちづくりの担い手として

それまでに培ってきた経験や知識を活用し、それを必要とする

個人・団体に貢献できる仕組みであるマッチング推進事業（通

称：三鷹いきいきプラス）について、充実を図ります。また、

健康で就労への意欲があるにもかかわらず、場所や機会に恵ま

れない高齢者に対して、他機関と連携して就業の場の開拓や情

報の提供を行い、生活支援とともに、生きがい活動に対する支

援を推進するほか、ボランティア活動などについても、元気高

齢者の多様な社会参加を推進するため、活躍できる場の提供を

進めます。 

高齢者支

援課 

 

 

 

 

 

 

    ＜主な個別事業＞ 

◇移動図書館の活用、大型活字本等の充実、デイジー図書（✽P.65）、音

訳ボランティアの育成（図書館） 

◇高齢者自主グループ講師派遣事業、障がい者自主グループ講師派遣事

業（社会教育会館） 

◇障がい者ＩＴ講習会（障がい者支援課） 
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４ 生涯学習によるまちづくり 

「ともに学び、学びを活かし、学びの成果や絆が地域に受け継がれていく 心豊か

な社会をつくる」ことを基本目標に掲げる「三鷹市生涯学習プラン 2022（第 1 次改

定）」は、個人の学習成果を地域の課題解決のために活かすことで地域全体が発展

し、将来にわたり受け継がれる社会の実現を目指します。このため、地域における

人財の育成及び活動の場の提供に努めるとともに、学校・家庭・地域が一体となっ

て教育力の向上を図ることのできる環境を整え、地域全体の活性化を目指します。 

(1) まちづくりに資する人財の育成及び活動の場の提供 

生涯学習の機会を通じて習得した個人の学習成果を、ボランティアや社会貢献に

結び付けることで、地域社会に還元する仕組みをつくります。様々なボランティア

や住民協議会、コミュニティ・スクール等地域で活動する人財を育成し、市民参加

と協働のまちづくりに資するマンパワーを供給するとともに活動の場を提供してい

きます。地域活動に参加する市民が「自ら学び、地域へ還元し、さらに生涯学習の

場で学び直す」という「学びの循環」による持続可能な社会の構築（P.20、22）を

目指します。 

ア 幅広い分野でのボランティア等の育成 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○新たな人財による地域コミュニティの活性化の推進 

  コミュニティ・センター及び地区公会堂を活動の場として、

定年退職等で地域に戻ってきた幅広い分野の人財が、それぞれ

の経験を活かして地域の活動や学習の場に参加しやすい環境づ

くりを進めます。また、ワーク・ライフ・バランス（✽P.65）

等を推進し、市民活動やコミュニティ施設において、働く世代

をはじめとする新たな参加者、利用者を発掘し、地域コミュニ

ティの活性化を促進します。 

コミュニ

ティ文化

課 

 

 

 

◎みたか・子どもと絵本プロジェクトの推進 

  子どもと絵本をつなぐ活動の担い手を育成する養成講座を市

内各所で実施し、身近な地域に絵本と出会い楽しさを体験でき

る環境を広げ、子どもたちを豊かに育む地域文化の形成に向け

た事業を推進します。図書館と連携して地域の担い手を結ぶ交

流会や研修などでネットワークを広げるとともに、大きなイベ

ントの開催を通して、活動が地域へ定着することをめざしま

す。 

コミュニ

ティ文化

課（星と

森と絵本

の家） 
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○地域の人財育成の推進 

  住民協議会や町会･自治会等地域自治組織、ＮＰＯ等市民活

動団体の役員･職員研修を通して､各団体の強化や団体間の連携

を促進し､地域での要望や課題に対し､総合的な視点から取り組

みを推進できるような地域の人財の発掘･育成を関係団体と連

携して進めます｡ 

コミュニ

ティ文化

課 

 

 

 

◎三鷹教育・子育て研究所の機能の拡充と活用の推進 

 市、市教育委員会、三鷹ネットワーク大学推進機構の三者で

共同設置した「三鷹教育・子育て研究所」を活用し、三鷹市の

教育及び子育て支援のまちづくりに資する調査研究事業や人財

育成事業の積極的な展開を図ります。また、「三鷹教育・子育

て研究所」の機能の拡充について検討を行います。 

総務課・

指導課・

児童青少

年課・子

ども育成

課 

◎福祉人財の養成と活動支援 

傾聴ボランティア、認知症サポーター、地域福祉ファシリテ

ーターなど、地域福祉活動を推進する担い手の養成について、

社会福祉協議会や三鷹ネットワーク大学推進機構等とも連携し

ながら取り組みを進めます。また、学生や元気高齢者の社会参

加を含めた新たな担い手の確保に努めるとともに、福祉人財の

活動を支援します。 

地域福祉

課 

高齢者支

援課 

 

○ファミリー・サポート・センター事業の充実 

○地域における人財の養成 

 気楽に子どもを預け合える環境の整備に向けて、子育てに

係る援助会員の育成と援助活動の調整を行うファミリー・サ

ポート・センター事業の充実を図ります。地域の子育てサポ

ートリーダーの育成など、子育て人財を養成し、協働型地域子

育て環境の充実を図るとともに、訪問型の障がい児保育や病児

保育対応についても検討を進めます。また、男性会員の拡充に

も努めます。そのほか、活動場所の確保を含め、地域で活動す

る子育てグループの育成を支援します。 

 さらに、子ども・子育て支援新制度における子育て支援分

野の人財確保のため、新制度で制度化された「子育て支援

員」制度や東京都及び市独自の研修の活用を図りながら、今

後の子育て分野における人財の確保・資質の向上に努めま

す。 

子ども育

成課 

  

○指導者研修の充実 

スポーツ団体の指導者研修を充実することで、スポーツ活動

をより推進します。 

スポーツ

振興課 
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＜主な個別事業＞ 

◇各種ボランティア養成講座、市民講師デビュー講座、生涯学習ボランテ

ィア活躍講座（社会教育会館） 

◇点字講習会、精神保健ボランティア講座、小中学生ボランティア体験、

ボランティア出前講座、朗読ボランティア養成講座（ボランティアセン

ター） 

◇緑のボランティア講座、花壇ボランティア養成講座(花と緑のまち三鷹創

造協会) 

◇水車市民解説員養成講座、文化財市民協力員養成講座（生涯学習課） 

◇読み聞かせ入門講座、図書館サポーター養成（図書館） 

◇観光ガイドの育成（みたか都市観光協会） 

◇市民活動支援事業、協働推進事業、市民参加推進事業としての各種講座

（コミュニティ文化課（みたか市民協働ネットワーク）） 

◇子ども会育成者講習会（児童青少年課） 

◇星と森と絵本の家フレンズ、みたか・子どもと絵本プロジェクト連絡会

（コミュニティ文化課（星と森と絵本の家）） 

◇地域福祉人財養成基礎講座、地域福祉ファシリテーター養成講座（地域

福祉課） 

◇知的障がい者移動支援事業従事者養成研修、精神障がい者ホームヘルパ

ー研修、手話講習会、手話通訳者研修（障がい者支援課） 

◇生涯スポーツ指導員養成講習会・研修会、スポーツボランティア育成

（スポーツ推進課） 

イ 人財リストの整備・活用 

   ＜主な個別事業＞ 

◇スポーツ指導者（スポーツ振興課） 

◇登録団体の紹介（コミュニティ文化課（みたか市民協働ネットワーク）） 

◇人財リスト（図書館） 

◇三鷹市生涯学習人財バンク「まちの先生」（社会教育会館） 

 

 (2) 学校・家庭・地域との連携による生涯学習の推進 

コミュニティ・スクール（✽P.63）の導入に伴い地域の人々が学校支援や学校

運営に参画し、学校教育活動の充実と円滑な学校運営に成果をもたらしています。

市では今後、こうした地域の人々による学校での活動や経験を、学校を核とした

コミュニティである「スクール・コミュニティ」（✽P.64）につなげるとともに、

学校・家庭・地域の連携により、あらゆる世代の人々が学び合える生涯学習を推

進します。さらに、これらを通して核家族化等により失われた地域のつながりを

再生し、「コミュニティの創生」へとつなげます。 
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第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○地域交流、多世代交流の推進 

  コミュニティ住区、学校、ボランティア団体、ＮＰＯ法人、

高齢者施設・障がい者施設等の福祉施設、その他福祉関係団体と

の連携や協力のもとに地域交流・多世代交流を促進し、地域の中

で支え合う環境づくりに努めます。 

地域福祉

課・高齢

者支援

課・コミ

ュニティ

文化課・

指導課・

関係各課 

◎「教育ビジョン 2022」の改定と推進 

市の地域特性を活かし、学校・家庭・地域が連携して、子ど

もたちの「人間力」と「社会力」を一層育成していくことを基

本的な視点におき、三鷹の教育がめざす基本的かつ総合的な構

想として策定した、「教育ビジョン 2022」を改定します。教育

ビジョンの推進にあたっては、毎年度、市教育委員会が定める

「基本方針と事業計画」に具体的な施策・事業を示し、積極的

な推進を図ります。 

総務課 

指導課 

 

 

◎コミュニティ・スクール（✽P.63）の機能の充実 

  コミュニティ・スクール委員会の機能の充実を図り、保護

者・地域住民の意向が学校運営により一層反映されるよう取り

組みを進めます。また、コミュニティ・スクール委員会による

学校関係者評価により、学園・学校の教育活動の成果を検証

し、絶えず改善につなげられるよう学校のＰＤＣＡサイクルを

確立します。地域人財の参画を促進し、学校支援ボランティア

の一層の拡充を図り、地域ぐるみで学校を支援し子どもたちを

育む活動の促進、家庭・地域と一体になった学校の活性化をめ

ざします。 

指導課 

 

◎スクール・コミュニティ（✽P.64）の創造に向けた支援

組織の充実 

コミュニティ・スクール（✽P.63）を支える学校支援者の組

織化を支援するなどして継続的かつ安定的な学校支援の条件整

備を進めるとともに、地域との協働をより一層進め、学校を拠

点とした地域活動の活性化を図ることにより、学校を核とした

コミュニティづくりを促進します。 

指導課 
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◎子どもの安全安心な活動拠点としての地域開放の推進 

◎生涯学習・文化・スポーツの拠点としての地域開放の推

進 

  地域子どもクラブ事業を推進するとともに、学校を拠点とし

て活動する青少年活動団体等と連携を図り、学校を子どもの安

全安心な活動拠点として開放します。また、生涯学習や文化、

スポーツの拠点としての活動を促進するため、校庭や体育館だ

けでなく、学校図書館や特別教室等の開放にも努めるととも

に、学校を拠点に活動している団体との連携を進めます。 

指導課・

生涯学習

課・スポ

ーツ振興

課 

児童青少

年課 

 

 

○学校を拠点とした地域活動の支援 

  学校を核としたコミュニティづくりを推進するため、学校を

拠点として活動する様々な地域団体等の活動促進を支援すると

ともに、各団体間の連携や学校との連携のあり方について検討

を進めます。 

指導課 

生涯学習

課 

 

◎地域子どもクラブ事業の充実 

◎学童保育所、児童館等の放課後の居場所の充実 

放課後や土曜・日曜日に子どもたちが安全に安心して文化・

スポーツ活動や自由遊びができるよう、学校を拠点とした子ど

もの居場所づくりとして、地域子どもクラブ事業を保護者、地

域団体、学校等との連携により進めます。また、地域コーディ

ネーターの配置を拡大し、事業の担い手の支援や地域の人財の

積極的な活用を図り、安定した運営をめざします。 

学童保育所の対象年齢拡大や入所希望者の増加に伴う待機児

童の動向を踏まえ、すべての子どもたちの放課後など居場所の

充実を地域子どもクラブ、学童保育所、児童館等との連携を図

りながら進めます。 

児童青少

年課 

 

 

 

 

○学校・家庭・地域間の情報共有と連携及び地域向け活動

の推進 

  地域人財や市立小・中学校教員の専門的知識や技能等を活か

し、地域向けの文化やスポーツ活動を推進します。また、コミ

ュニティ・スクールの推進において重要となる学校・家庭・地

域間の連携を図るため、ＩＣＴ（✽P.63）を活用した学校情報

の発信や地域ＳＮＳ（✽P.64）の利活用の促進など、情報共有

と連携の推進を図ります。 

指導課 

生涯学習

課 

 

 

    ＜主な個別事業＞ 

◇みたか学校支援者養成講座（指導課） 
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(3) 地域による家庭教育支援体制の充実 

核家族化、地域における地縁的なつながりの希薄化等により、身近な人から子

育てや家庭教育について学ぶ機会が減少しています。地域ぐるみで家庭教育を支

援する体制の整備を推進します。 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

○地域ＳＮＳ（✽P.64）家庭教育支援コミュニティサイト

「かきしぶ」による家庭教育の支援 

 （P.44「２ 生涯学習の機会と場の提供（2）多様な学習内容

の提供 エ 子育て・家庭教育に関する学習の推進」に掲載） 

生涯学習

課 

◎ファミリー・サポート・センター事業の充実 

◎地域における人財の育成 

  （P.53「４ 生涯学習のまちづくり（1）まちづくりに資する

人財の育成及び活動の場の提供 ア 幅広い分野でのボランテ

ィア等の育成」に掲載） 

子ども育

成課 

 

 

◎乳児家庭全戸訪問事業の推進 

  概ね生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、

様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供等を行

うとともに、親子の心身の状況や養育環境等の把握を行い、支

援が必要な家庭に対しては養育支援訪問事業等適切なサービス

提供につなげます。乳児のいる家庭と地域社会をつなぐ最初の

機会とすることにより、乳児家庭の孤立化に伴う虐待等を未然

に防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保を図ります。なお、実施

にあたっては、新生児訪問指導事業やはじめての絵本（ブック

スタート）事業と連携しながら推進します。 

子ども育

成課 

 

 

 

 

○親子ひろば事業の充実 

家庭における子育て不安や孤立感の解消を図るため、引き続

き親子ひろば事業を実施し、保護者同士の交流の場を提供する

とともに、すくすくひろば（✽P.64）等における各種育児講

座・育児相談等を充実し、在宅子育て支援を推進します。 

子ども育

成課 

 

 

   ＜主な個別事業＞ 

◇企業の子育て支援への働きかけ、男性の育児参加支援、三世代交流事

業の推進、育児支援ヘルパー事業の充実（子ども育成課） 

(4) ＮＰＯ・市民団体等との連携 

みたか市民協働ネットワークとの事業連携を推進するとともに、住民協議会と
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の連携事業の推進など、地域コミュニティ活動と連携した生涯学習の展開を図り

ます。 

第 ４ 次 基 本 計 画（第 1次改定）掲 載 事 業 

◎は主要事業 ○は推進事業 

担当課 

・部署 

◎市民参加の推進やＮＰＯ等市民活動の支援 

  「コミュニティ創生」をめざす多様な担い手（地縁型組織

（✽P.64）及びテーマ型組織（✽P.65））が対等な立場で参加

し、それぞれの役割分担を明確にし、協働して地域の課題を解決

する仕組みづくりを検討し、市民参加の推進やＮＰＯ等市民活動

の支援を進めます。 

コミュニ

ティ文化

課・関係

各課 

 

◎市民協働センターの運営支援 

住民協議会や町会・自治会等の地縁型組織とＮＰＯ等のテーマ

型組織との連携・協働を推進し、地域課題の解決に向けた取り組

みや市民と市との協働の推進、市民活動支援のための情報提供・

相談・助言、まちづくりに関する市民参加機会の提供、交流の場

の提供等の機能の拡充を図ります。また、新たな市民団体、ＮＰ

Ｏ等の設立・運営支援機能の拡充を図ります。 

コミュニ

ティ文化

課 

 

 

 

◎地域ケアネットワーク推進事業の充実と発展 

  「コミュニティ創生」の取り組みのひとつとして、７つのコミ

ュニティ住区で全市展開した「地域ケアネットワーク推進事業」

については、各ケアネットが取り組む、居場所づくりや相談、見

守り・支え合いや地域交流・多世代交流など地域特性に応じた多

様な活動の充実を支援します。また、今後の事業展開について、

各ケアネットの主体性がより発揮できるよう、運営体制の充実を

含めた効果的な事業のあり方を関係団体と協議・検討します。 

地域福祉

課 

 

 

 

◎みたか・子どもと絵本プロジェクトの推進 

 （P.52「４ 生涯学習によるまちづくり (1) まちづくりに資

する人財の育成及び活動の場の提供 ア幅広い分野でのボラン

ティア等の育成」に掲載） 

コミュニ

ティ文化

課（星と

森と絵本

の家） 

◎コミュニティ・センター図書室との連携 

  （P.36「２ 生涯学習の機会と場の提供 (1)学習の場の提供

および連携等 ウ 連携・推進・拡充する学習の場」に掲載） 

図書館 

 

 

○住民協議会との健康づくり事業の推進 

(P.43「２ 生涯学習の機会と場の提供 (2)多様な学習内容の

提供 ウ 健康・福祉に関する学習の推進」に掲載) 

健康推進

課 
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 ＜主な個別事業＞ 

◇住民協議会との連携事業（社会教育会館） 

◇ケアネット・東部のひだまりサロン・東部企画事業、ケアネット・にし

みたか 多世代交流事業（地域福祉課） 

◇ＮＰＯ等との連携による就業支援、消費者活動センター運営協議会への

支援、消費者団体連絡会への支援（生活経済課） 

◇地域ＳＮＳ（✽P.64）家庭教育支援コミュニティ「かきしぶ」の運営

（生涯学習課） 

◇NPO フォーラムに向けた講座「イベント成功への道～ボランティアパワー

のつくり方～」、様々なテーマによる先進的な活動団体とのトークセッショ

ン「ワクワクしなけりゃ、始まらない！～支え合うコミュニティをつくる

ために～」（コミュニティ文化課：市民協働センター） 
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 (5) 生涯学習推進体制の充実 

計画の効果的な推進を図るために、庁内推進体制を強化し、関係部課との連

携・調整を進めます。また、関係審議会や社会教育関係団体等との一層の連携を

図ります。 

   

ア 庁内推進体制（生涯学習計画推進会議） 

     

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 関係審議会等との連携 

社会教育委員会議、スポーツ推進審議会、公民館運営審議会、図書館協議会、 

文化財保護審議会 

 

   ウ 社会教育関係団体等との連携 

三鷹市芸術文化協会、三鷹市体育協会、三鷹市文庫連絡会、三鷹市公立学校 

ＰＴＡ連合会 

リーダー（生涯学習担当部

長）、サブリーダー（生活

環境部調整担当部長、健康

福祉部調整担当部長、子ど

も政策部調整担当部長） 

市長部局 

教育委員会 

 

事
務
局(
生
涯
学
習
課) 

企画部 

生活環境部 

健康福祉部 

子ども政策部 

教育部 

 

防災課、安全安心課 

 

企画経営課、情報推進課、     

都市再生推進本部事務局 

コミュニティ文化課、環境政

策課、生活経済課 

地域福祉課、障がい者支援

課、高齢者支援課、健康推進

課 

児童青少年課、子ども育成課 

生涯学習課、スポーツ振興

課、社会教育会館、図書館 

指導課 

三鷹ネットワーク大学推進 

機構 等 

緑と公園課 

総務部 

都市整備部 
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生涯学習計画推進会議設置要綱 

（設置） 

第１条 三鷹市経営本部規則（平成１６年三鷹市規則第１５号）第２条第３項

の規定に基づき、生涯学習計画の策定及び推進等を図るため、生涯学習計画

推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 推進会議は、次の事項を検討し、審議する。 

 (1) 生涯学習計画の策定、推進及び実施のための庁内各部局との連携及び調

整に関すること。 

(2) 三鷹市社会教育委員会議において審議され提案された意見又は要望に関

すること。 

(3) その他推進会議が必要と認める事項に関すること。 

 （構成） 

第３条 推進会議のリーダーは、教育委員会事務局教育部生涯学習担当部長を

もって充てる。 

２ 推進会議のサブ・リーダーは、生活環境部調整担当部長、健康福祉部調整

担当部長、子ども政策部調整担当部長をもって充てる。 

３ 推進会議のメンバーは、企画部企画経営課長、同部情報推進課長、同部都

市再生推進本部事務局総務担当課長、三鷹ネットワーク大学担当課長、総務

部防災課長、同部安全安心課長、生活環境部コミュニティ文化課長、同部環

境政策課長、同部生活経済課長、健康福祉部地域福祉課長、同部障がい者支

援課長、同部高齢者支援課長、同部健康推進課長、子ども政策部児童青少年

課長、同部子ども育成課長、都市整備部緑と公園課長、教育委員会事務局教

育部指導課長、同部生涯学習課長、同部スポーツ振興課長、社会教育会館長

及び図書館長をもって充てる。 

４ 推進会議のもとに、専門チームを置くことができる。 

５ 専門チームは、推進会議のメンバーの中からリーダーが指名する者及び職

員の中から市長が指名する者をもって充てる。 

(招集) 

第４条 推進会議は、リーダーが招集する。 

２ 推進会議のリーダーは、必要な職員の出席を求めることができる。 

  (庶務) 

第５条 推進会議及び専門チームの庶務は、生涯学習課において行う。 

  (委任) 

第６条  この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、

リーダーが推進会議に諮って定める。 

   附 則 
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この要綱は、平成１７年７月１４日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２３年１月７日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２４年１月４日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２６年４月２１日から施行し、平成２６年４月１日より適

用する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年２月９日から施行する。 
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用語解説 

【あ】 

ＩＣＴ（P.20、23、36、49、57） 

  ＩＣＴ（Information and Communication Technology）は多くの場合、「情報通信技

術」と和訳されます。ほぼ同様の意味で用いられてきたＩＴ（ Information 

Technology）に「コミュニケーション」（共同）性が加わり、ネットワーク通信による

情報・知識の共有という意味が強められています。 

新しい公共（P.7） 

従来、行政が独占的に担ってきた公共サービスを、市民、事業者及び行政の協働で提

供していこうという考え方。個人の価値観の多様化により行政サービスのみでは社会の

ニーズが満たされなくなったことに伴い、官民の役割分担の見直しが行われ、民間企業

や個人、NPOなどの民間セクターが重要な役割を担いつつあります。 

エコミュージアム（P.10、28、47 ） 

  伝統的な博物館とは異なり、人々が生活する一定の空間すなわち地域を博物館として

捉え、現地で歴史・文化・自然などに関わる遺産を展示し、当該地域の発展に寄与する

ことを目的とした新しい概念の博物館。その運営は、市民の参画を原則としています。 

【か】 

ＣＡＰ（P.40、45） 

 Child Assault Prevention（子どもへの暴力防止）の略で、子ども自身がさまざまな

暴力から自分を守る力を持っていることに気づき、その力を発揮できるようにサポート

することを目的とした教育プログラム。 

コミュニティ・スクール（P.20、54、55） 

  地域住民が公立学校の運営に積極的に関わり、運営の一部を担う形態の学校。コミュ

ニティ・スクールに指定された学校には「学校運営協議会」が設置され、教育委員会か

ら任命された保護者や地域住民が一定の権限と責任をもって、学校運営の基本方針を承

認したり、教育活動について意見を述べたりすることを通じて、学校の様々な課題解決

に参画します。コミュニティ・スクールは、学校・保護者・地域が協力し、それぞれの

立場で主体的に地域の子どもたちの成長を支える学校づくり、地域コミュニティづくり

を目指すものです。 

【さ】 

サテライト・ミュージアム（P.28） 

  エコミュージアムの各地域における個々の地域文化財、または地域文化財を現地で保

存し展示公開している施設のこと。文化財以外の特色ある地域資源もあわせて「サテラ

資料 



 

64 

 

イト・ミュージアム」として特定することができます。 

すくすくひろば（P.57） 

  遊びや交流の場の提供や講習会等を行う、子育て支援施設のことです。 

スクール・コミュニティ（P.21、54、55） 

  学校と地域社会の協働でつくる「学校」を核としたコミュニティ。三鷹市は、学校・

家庭・地域の連携で子どもたちの教育を行う「コミュニティ・スクール」の取り組みを

発展させ、地域のあらゆる世代の人々が学校を拠点に出会い、学び合い、つながりを深

めることのできる「スクール・コミュニティ」の創造を目指します。 

ソーシャルメディア（P.34、49） 

インターネット上でユーザーが情報を発信し、形成していくメディアのこと。個人が

発信する情報が不特定多数のユーザーに閲覧され、閲覧したユーザーはレスポンスを返

すことができます。ソーシャルメディアの種類には、YouTube、ブログ、SNS（mixi、

Facebook、Twitter など）、「ソーシャルブックマーク」、ソーシャルニュースサイト、オ

ンライン百科事典、クチコミサイト、掲示板などがあります。 

【た】 

地域ＳＮＳ（P.23、44、49、56、57、59） 

ＳＮＳとは、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（social network service）

の略で、ソーシャルメディア（上記さ行参照）のひとつであり、社会的ネットワークを

インターネット上で構築するサービスを指します。代表的なＳＮＳには、mixi、

Facebook、Twitter、モバイル向けの GREE などがあります。地域ＳＮＳは、特定の地域

に関心をもつ人が登録し、地域に密着した情報交換を通して仲間づくりができるツール

です。 

地縁型組織（P.58） 

住民協議会、町会・自治会、管理組合、商店会などです。 

知識基盤社会（P.19） 

知識が社会･経済の発展を駆動する基本的な要素となる社会。中央教育審議会答申

「我が国の高等教育の将来像」（平成 17 年）では、「知識基盤社会」の特質を次のよう

に示しています。(1)知識には国境がなく、グローバル化が一層進む。(2)知識は日進月

歩であり、競争と技術革新が絶え間なく生まれる。(3)知識の進展は旧来のパラダイム

の転換を伴うことが多く、幅広い知識と柔軟な思考力に基づく判断が一層重要になる。

(4)性別や年令を問わず参画することが促進される。 

知の循環型社会（P.7） 

  各個人が生産・消費や創造・活用のバランス感覚を持ちながら、人間・社会・環境・ 

経済の共生と社会全体の活力の持続を目指す「循環型社会」の考え方は、生涯学習の分
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野においては、「知の循環型社会」すなわち、個人が自らのニーズに基づき学習した成

果を社会に還元し、社会全体の持続的な教育力の向上に貢献する社会として、その実現

が目標とされています。 

デイジー図書（P.51） 

ＤＡＩＳＹ(Digital Accessible Information System：日本語で「アクセシブルな情

報システム」)という規格を用いたデジタル録音図書。パソコンや専用プレイヤーで再

生し、目次から読みたい箇所へ飛ぶことができるなど、一般図書のような読み方が可能

な電子図書。 

テーマ型組織（P.58） 

子ども・子育て、高齢者、障がい者、医療、環境、まちづくり等に関するテーマに取

り組む組織や社会福祉法人、学校法人、協同組合、企業などです。 

【は】 

発見の小径（P.28） 

エコミュージアムにおけるサテライト・ミュージアム（上記さ行参照）同士を結ぶ見

学ルートのこと。地域の魅力発見へ導くという意味から命名され、「ディスカバリー・

トレイル」ともいいます。「発見の小径」を整備することにより、市内全域のエコミュ

ージアムのネットワーク化を図っていきます。 

【ら】 

ライフステージ（P.5、20、23、24、32、40、43） 

人間一生の発達過程に認められる諸段階であり、心身の発達を中心にした段階区分と

しては、乳児期、幼児期、少年期、青年期、壮年期、中年期、老年期などがあります。

また、それぞれの始期については、例えば、少年期は小学校入学年齢、老年期は 65 歳

からなど年齢で示し、私たちの社会生活を規定している場合もあります。 

レファレンス・システム（P.35） 

レファレンスとは、図書館において情報を求める来館者に、調べている事柄の事実関

係が分かる資料を提示したり、文献探しの支援を行うサービスのこと。三鷹市立図書館

のレファレンス・システムは、図書館資料管理システムからレファレンスを受けること

ができるものです。 

【わ】 

ワーク・ライフ・バランス（P.40、52） 

「仕事(ワーク)と生活(ライフ)の調和」の意味で、性別や年齢を問わず、誰もが働きな

がら私生活も充実させられるように、職場や社会環境を整えることを指します。日本で

は人口減少社会の到来や少子化の進展を踏まえ、次世代の労働力を確保するため、仕事

と育児の両立や多様な働き方の提供といった意味で使われることが多くなっています。 

http://kotobank.jp/word/ACCESS
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生涯学習関連施設一覧 
 

 

※問合先電話番号の市外局番 0422 は省略しています。 

生涯学習施設 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

社会教育会館                               

下連雀 6-13-13  ／  49-2521  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

sections/shakyo/index.html  

講堂、学習室、集会室、和

室、実習室、鑑賞室、保育

室など 

東社会教育会館                             

牟礼 2-13-19  ／ 46-0408 

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001683.html   

美術室、会議室、談話室兼

保育室など 

西社会教育会館                              

深大寺 2-3-5  ／  32-8765 

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001684.html 

学習室、集会室、視聴覚兼

保育室など 

三鷹図書館（本館）                         

上連雀 8-3-3  ／ 43-9151  

https://www.library.mitaka.tokyo.jp/lib

rary/mitaka/ 

図書の貸出、対面朗読サー

ビス、テープ図書、レコー

ド・カセットテープの貸出 

下連雀図書館                              

下連雀 6-13-13 ／ 43-9159  

https://www.library.mitaka.tokyo.jp/lib

rary/shimorenjaku/ 

図書の貸出 

東部図書館                                    

牟礼 5-8-16  ／  49-3851  

https://www.library.mitaka.tokyo.jp/lib

rary/east/  

図書の貸出 

西部図書館                                  

大沢 2-6-47 ／ 33-1311  

https://www.library.mitaka.tokyo.jp/lib

rary/west/ 

図書の貸出 

三鷹駅前図書館                            

下連雀 3-13-10 ／  71-0035  

https://www.library.mitaka.tokyo.jp/lib

rary/station/  

図書の貸出、CDの貸出 

南部図書館みんなみ                              

新川 5-14-16 ／ 76-5571  

https://www.library.mitaka.tokyo.jp/lib

rary/south/ 

図書の貸出 

三鷹ネットワーク大学     

下連雀 3-24-3三鷹駅前協同ビル 3階 ／ 

40-0313          

http://www.mitaka-univ.org/ 

教室、会議室、交流スペー

ス、ラウンジ 

   
スポーツ施設 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

市民総合体育館           

野崎 1-1-1市民センター内 ／  45-1151 

内線 3329  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001656.html 

競技場、和洋弓場、トレー

ニング場、屋内プール、会

議室、相撲場 

大沢総合グラウンド        

大沢 5-7-1 ／  45-1151内線 3322・3327 

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001658.html  

野球場 2面、ソフトボール

場兼少年野球場 2面、練習

場 1面、サッカー兼ラグビ

ー場 1 面、テニスコート 6

面、会議室、管理棟 

大沢野川グラウンド 

大沢 5-21-12 ／  45-1151 内線 3322・

3327  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001667.html 

野球場 1面、サッカー兼ラ

グビー場 1面、テニスコー

ト 4面 
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井口特設グラウンド 

＜暫定施設＞       

井口 1-6 ／  45-1151内線 3322・3327  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001661.html 

少年軟式野球場 2面（少年

サッカー、グラウンドゴル

フなど兼用）、ゲートボー

ル場 3 面 

新川テニスコート          

新川 6-23-13 ／ 45-1151 内線 3322・3327  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001662.html 

テニスコート 4面 

下連雀ゲートボール場      

下連雀 9-9-2 ／ 45-1151 内線 3322・3327  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001663.html 

ゲートボール場 2面 

中原スポーツ児童遊園 

中原 4-34-1 ／  45-1151 内線 3322・3327 

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_servi

ce/053/053763.html 

ジョギング、球技練習、軽

運動など 

   
文化施設 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

三鷹市公会堂 
野崎 1-1-1 ／  45-1151内線 2555  

http://mitaka.jpn.org/kokaido/ 

光のホール（客席数 719）

多目的会議室、会議室 8

室、展示室兼会議室 

みたか井心亭 
下連雀 2-10-48 ／  46-3922  

http://mitaka.jpn.org/seishin/ 

大広間、南座敷、小間茶室

など 

三鷹市山本有三記念館                   
下連雀 2-12-27 ／  42-6233 

http://mitaka.jpn.org/yuzo/ 
山本有三資料の展示 

三鷹市美術ギャラリー            
下連雀 3-35-1コラル 5階 ／  79-0033  

http://mitaka.jpn.org/gallery/ 
展示室 3室 

太宰治文学サロン 

下連雀 3-16-14グランジャルダン三鷹 1階 

／  26-9150  

http://mitaka.jpn.org/dazai/ 

太宰治資料の展示 

三鷹市芸術文化センター                
上連雀 6-12-14 ／  47-9100  

http://mitaka.jpn.org/geibun/  

中ホール(客席数 625) 小ホ

ール(250)創作・展示室 5

室、音楽練習室 4室など 

三鷹の森ジブリ美術館 
下連雀 1-1-83 ／ 0570-055777 

http://www.ghibli-museum.jp/ 

常設展示室、企画展示室、

映像展示室、ネコバスルー

ム、図書閲覧室など 

大沢の里水車経営農家  

大沢 6-10-15 ／  45-1151 内線 3315  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/suisya/

index.html 

母屋、カッテ、水車装置、

土蔵、物置、水車用用水路

跡など 

出山横穴墓群８号墓保存・

公開施設  

大沢 2-18（大沢の里・自然観察路内）／  

45-1151内線 3315  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/001/001402.html 

横穴墓、出土品レプリカな

ど 

三鷹市遺跡調査会展示室                         
新川 3-7-9 ／  48-9454  

http://www.mitaka-iseki.jp/ 
展示室 

三鷹市星と森と絵本の家 
大沢 2-21-3国立天文台内 ／  39-3401  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/ehon/ 

絵本展示室、理科室、おも

ちゃ室など 
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市民活動施設・産業支援施設 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

(公財)三鷹国際交流協会

（MISHOP） 

下連雀 3-30-12中央通りタウンプラザ 4階 

／  43-7812  http://www.mishop.jp/ 

会議室、ラウンジ、情報コ

ーナー 

三鷹市女性交流室                

下連雀 3-30-12中央通りタウンプラザ 4階 

／  45-1151内線 2115  または三鷹国際交

流協会 

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/003/003642.html 

会議室、情報交流コーナー 

三鷹市消費者活動センター                  

下連雀 3-22-7 ／  43-7874  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_ 

service/000/000510.html   

消費者相談室、資料展示ホ

ール、消費者ルーム、和

室、地区公会堂ホール、会

議室、料理実習室など 

三鷹産業プラザ（㈱まちづ

くり三鷹） 

下連雀 3-38-4 ／  40-9911 

http://www.mitaka.ne.jp/plaza/ 

会議室、ミーティングルー

ム、IT ルーム、地域情報セ

ンターなど 

三鷹市市民協働センター                  
下連雀 4-17-23 ／ 46-0048  

http://www.collabo-mitaka.jp/    

会議室、ミーティングルー

ム、展示ホール、交流スペ

ースなど 

   
コミュニティ・センター 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

大沢ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                    
大沢 4-25-30 ／  32-6986 

http://www.osawacc.jp/     

ホール、図書室、会議室、

和室、体育館、プール、料

理講習室、浴室ほか 

牟礼ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                       
牟礼 7-6-25 ／ 49-3441  

http://www1.parkcity.ne.jp/mure-cc/  

工作室、図書室、会議室、

和室、講習室、体育館、プ

ール、視聴覚室、浴室ほか 

井口ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                    
井口 1-13-32 ／ 32-7141 

http://www1.parkcity.ne.jp/iguti-cc/    

ホール、図書室、会議室、

和室、講習室、体育館、プ

ール、視聴覚室、浴室ほか 

井の頭ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                   
井の頭 2-32-30 ／ 44-7321  

http://www.ac.auone-net.jp/~inoka-cc/ 

ホール、図書室、会議室、

和室、多目的室、調理室、

視聴覚室ほか 

新川中原ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                      
新川 1-11-1 ／ 49-6568  

http://www1.parkcity.ne.jp/sncc/ 

工作室、図書室、会議室、

舞台付和室、体育館、プー

ル、料理実習室、浴室ほか 

連雀ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                        
下連雀 7-15-4 ／  45-5100  

http://www1.parkcity.ne.jp/renjk-cc/ 

工芸室、図書室、会議室、

音楽練習室、体育館、プー

ル、料理実習室、浴室ほか 



 

69 

 

三鷹駅前ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｾﾝﾀｰ                  
下連雀 3-13-10 ／  71-0025 

http://www1.parkcity.ne.jp/ekimaecc/ 

工作室、児童室、視聴覚

室、小会議室、中会議室、

大会議室、和室ほか 

 

子ども・子育て支援施設 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

東児童館                               
牟礼 2-13-19 ／ 44-2150  

http://www1.parkcity.ne.jp/hjido-mi/ 

遊戯室、音楽室、工作室、

図書室、幼児室 

西児童館    

深大寺 2-3-5 ／ 31-6039 

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_servi

ce/001/001103.html 

遊戯室、音楽室兼集会室、

図工室兼料理室、図書室、

幼児室、談話室 

むらさき子どもひろば 

下連雀 1-25-2 ／  49-5500  

http://www.kosodate.mitaka.ne.jp/shiset

u/other/jido_hiroba/murasaki_hiroba. 

html 

プレイルーム、幼児室、学

童保育室 

子ども家庭支援ｾﾝﾀｰすくす

くひろば 

下連雀 4-19-6 ／  45-7710  

http://www.kosodate.mitaka.ne.jp/shiset

u/other/shienc_oyako/sukusuku.html 

わいわいひろば、子育てグ

ループ室 

子ども家庭支援ｾﾝﾀｰのびの

びひろば 

下連雀 3-30-12中央通りタウンプラザ 3階 

／  40-5925 

http://www.kosodate.mitaka.ne.jp/shiset

u/other/shienc_oyako/nobinobi.html 

親子ひろば 

子ども林間研修広場 なん

じゃもんじゃの森                          

野崎 2-13-5 ／  45-1151 内線 2712  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_servi

ce/001/001134.html 

野外炊さん、ゲーム遊びな

どの広場 

   
保健・福祉施設 

施設名 所在地 ／ 問合先 ／ HP 主な施設の内容 

三鷹市総合保健センター                

新川 6-35-28 ／  46-3254  

http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_servi

ce/001/001019.html   

各種検診、事業等実施 

三鷹市福祉会館                          

野崎 1-1-1 ／  46-1108 

http://www.mitakashakyo.or.jp/kaikan. 

html 

老人福祉センター、屋外ゴ

ルフ練習場、会議室、講習

室、和室など 

みたかボランティアセンタ

ー 

野崎 1-1-1（三鷹市福祉会館内）  

／  76-1271  

 http://www.mitakavc.net/ 

ボランティア活動の相談、

紹介等実施 
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